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1

漢
文
入
門

単
元
の
ね
ら
い

◆
格
言
や
短
い
漢
文
を
読
み
、
漢
文
の
世
界
に
親
し
む
。

◆
訓
読
の
き
ま
り
や
熟
語
の
構
造
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
文
章
の
内
容
を
そ
の
叙
述
に
即
し
て
的
確
に
読
み
取
る
。

◆
故
事
成
語
の
由
来
や
意
味
と
、
現
代
の
言
葉
と
の
つ
な
が
り
を
理
解
す
る
。

・
訓
点
の
施
さ
れ
た
漢
文
を
読
む
上
で
基
本
と
な
る
技
術
を
習
得
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
読
め
る
よ
う
に
す
る
。

・�

過
去
か
ら
現
代
に
至
る
言
語
文
化
の
流
れ
の
な
か
で
漢
文
の
果
た
し
て
い
る
役
割
を
知
り
、
漢
文
が
日
本
語
の
礎
を
な
し

て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
。

・
漢
文
の
も
つ
簡
潔
で
力
強
い
文
体
に
触
れ
、
現
代
日
本
語
に
お
い
て
漢
語
が
果
た
し
て
い
る
役
割
を
知
る
。

単
元
の
構
成

　
本
単
元
は
、「
な
ぜ
漢
文
を
学
ぶ
の
か
」「
訓
読
の
世
界
」「
故
事
成
語
」
と
い
う
三
パ
ー
ト
か
ら
成
立
す
る
単
元
で
あ
る
。

ま
ず
前
半
で
は
、
漢
文
学
習
全
体
の
導
入
と
し
て
、
編
集
委
員
に
よ
る
書
き
下
ろ
し
の
文
章
「
な
ぜ
漢
文
を
学
ぶ
の
か
」
を

配
置
し
、
漢
文
を
巡
る
文
化
的
背
景
と
漢
文
訓
読
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　
続
く
「
訓
読
の
世
界
」
で
は
、
送
り
仮
名
と
句
読
点
・
返
り
点
・
助
字
（
返
読
文
字
・
置
き
字
・
再
読
文
字
）
に
つ
い
て
、

そ
の
概
要
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
示
し
た
解
説
文
と
実
例
を
併
記
し
、
訓
点
練
習
が
十
分
に
行
え
る
よ
う
配
慮
し
た
。
こ
れ
ら
の

例
文
は
、
故
事
成
語
ま
た
は
慣
用
的
な
言
い
回
し
と
し
て
人
口
に
膾
炙
し
て
き
た
も
の
か
ら
選
択
し
た
。
訓
点
練
習
の
素
材
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と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
伝
統
的
言
語
文
化
の
実
例
と
し
て
、
内
容
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
の
説
明
を
加
え
て
い
た
だ
け
る

と
幸
い
で
あ
る
。

　「
漢
和
辞
典
の
使
い
方
」
で
は
漢
字
の
読
み
方
の
種
類
、
読
み
方
に
よ
る
意
味
の
違
い
な
ど
、
漢
文
読
解
に
役
立
つ
漢
和

辞
典
の
活
用
方
法
を
具
体
的
に
示
し
た
。
熟
語
の
構
造
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
を
主
題
と
し
た
「
単
元
の
言
語
活
動
1
」
と
か

ら
め
て
、
漢
字
の
多
義
性
、
語
順
に
よ
り
意
味
が
確
定
す
る
こ
と
、
二
字
が
組
み
合
わ
さ
り
熟
語
と
な
る
こ
と
で
意
味
が
安

定
す
る
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
生
徒
自
身
に
体
験
し
て
も
ら
え
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

　
後
半
の
「
故
事
成
語
」
で
は
、
前
半
で
学
ん
だ
訓
読
の
技
術
を
確
認
し
な
が
ら
読
み
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
あ
る
程
度
ま
と

ま
り
の
あ
る
文
章
と
し
て
、「
蛇
足
」「
朝
三
暮
四
」「
断
腸
」
の
三
編
を
配
置
し
た
。
と
く
に
「
蛇
足
」
と
「
朝
三
暮
四
」

の
二
編
は
そ
こ
に
こ
め
ら
れ
た
寓
意
に
つ
い
て
発
展
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
漢
文
の
窓
1

「
中
国
の
寓
話
」
を
大
い
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
漢
文
の
窓
2
「
現
在
も
使
わ
れ
る
故
事
成
語
」
で
は
、
故

事
成
語
が
使
用
語
彙
と
し
て
世
の
中
の
言
語
活
動
に
登
場
す
る
実
例
に
触
れ
る
こ
と
で
、
故
事
成
語
を
我
が
国
の
言
語
文
化

の
一
つ
と
し
て
捉
え
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
生
徒
を
取
り
巻
く
環
境
の
中
に
表
れ
る
故
事
成
語
を
探
し
、
故
事
成

語
の
効
果
的
な
使
用
方
法
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
活
用
い
た
だ
き
た
い
。
単
元
の
言
語
活
動
2
「
故
事
成
語
を

『
五
・
七
・
五
』
で
表
現
す
る
」
で
は
、
学
ん
だ
内
容
を
「
五
・
七
・
五
」
で
表
現
す
る
活
動
を
提
示
し
た
。



1　
選
定
の
理
由

　「
な
ぜ
漢
文
を
学
ぶ
の
か
」
は
、
漢
文
を
学
ぶ
意
義
・
現
代
と
の
つ
な
が

り
を
理
解
さ
せ
る
、
編
集
委
員
の
書
き
下
ろ
し
の
文
章
と
し
た
。

　「
訓
読
の
世
界
」
で
は
、
短
い
漢
文
に
慣
れ
さ
せ
、
文
の
構
造
や
訓
読
法

の
基
礎
を
理
解
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
と
、
格
言
と
し
て
の
内
容
を
考
え
さ
せ

る
と
い
う
二
つ
の
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
教
材
を
選
ん
だ
。
返
り
点
に
つ
い

て
は
、
レ
点
、
一
二
点
、
上
下
点
な
ど
の
基
本
的
な
も
の
と
レ
点
と
の
組
み

合
わ
せ
の
み
あ
げ
、
そ
れ
以
上
の
複
雑
な
場
合
に
は
あ
え
て
触
れ
て
い
な
い
。

入
門
期
は
ど
う
し
て
も
覚
え
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
漢
文
に

慣
れ
親
し
む
段
階
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
、
内
容
を
厳
選
し
た
ほ
う
が
か
え

っ
て
基
礎
的
事
項
の
理
解
に
は
有
益
だ
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
助
字
と
し

て
は
返
読
文
字
と
置
き
字
を
取
り
上
げ
、
再
読
文
字
も
六
つ
取
り
上
げ
て
い

る
が
、
同
様
の
理
由
で
頻
出
の
も
の
を
厳
選
し
た
。

　
内
容
的
に
は
伝
統
的
言
語
文
化
の
実
例
と
し
て
で
き
る
だ
け
人
口
に
膾
炙

し
た
成
語
か
ら
選
ぶ
こ
と
を
心
が
け
、
奥
深
い
漢
文
世
界
へ
の
入
門
と
な
る

よ
う
配
慮
し
た
。

2　
指
導
の
ね
ら
い

　「
訓
読
の
世
界
」
で
は
次
の
よ
う
な
点
を
中
心
に
指
導
す
る
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
た
。

⑴
日
本
に
伝
わ
っ
た
漢
文
（
白
文
）
が
、「
訓
読
」
と
い
う
工
夫
に
よ
っ

て
日
本
の
言
語
文
化
の
根
底
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

を
理
解
さ
せ
る
。

⑵
熟
語
の
構
造
を
考
え
る
こ
と
を
通
し
て
漢
文
と
日
本
語
の
構
造
の
違
い

に
気
づ
か
せ
る
。

⑶
返
り
点
な
ど
の
規
則
を
理
解
し
て
訓
読
に
慣
れ
、
正
し
い
書
き
下
し
文

を
書
け
る
よ
う
に
さ
せ
る
。

⑷
短
い
文
の
中
に
も
深
い
意
味
や
教
訓
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か

せ
る
。

⑸
漢
和
辞
典
の
引
き
方
と
見
方
を
理
解
し
て
、
自
ら
漢
文
を
読
み
進
め
る

手
段
を
獲
得
さ
せ
る
。

3　
単
元
の
目
標

　
目
標
に
つ
い
て
、
別
表
「
単
元
の
目
標
一
覧
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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漢
文
入
門

教
材
の
ね
ら
い
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準
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学
習
指

導
要
領

と
の
対

応
等　

評　

価　

規　

準　

例

なぜ漢文を学ぶのか

訓読の世界

漢和辞典の使い方

単元の言語活動１

〔
知
識
・
技
能
〕

⑴
ア

言
葉
に
は
、
文
化
の
継
承
、
発
展
、
創
造
を
支
え
る
働
き
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。

○

○

○

⑴
ウ

我
が
国
の
言
語
文
化
に
特
徴
的
な
語
句
の
量
を
増
し
、
そ
れ
ら
の
文
化
的
背
景
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
語
感
を
磨
き
語
彙
を
豊
か
に
し
て
い

る
。

○

○

○

⑵
ア

我
が
国
の
言
語
文
化
の
特
質
や
我
が
国
の
文
化
と
外
国
の
文
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

○

○

⑵
ウ

古
典
の
世
界
に
親
し
む
た
め
に
、
古
典
を
読
む
た
め
に
必
要
な
訓
読
の
き
ま
り
、
古
典
特
有
の
表
現
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

○

○

○

⑵
エ

時
間
の
経
過
や
地
域
の
文
化
的
特
徴
な
ど
に
よ
る
文
字
や
言
葉
の
変
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
古
典
の
言
葉
と
現
代
の
言
葉
と
の
つ
な
が
り

に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

○

○

○

〔
思
考
・
判
断
・
表
現
〕

Ｂ
⑴
ア
「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
内
容
や
構
成
、
展
開
な
ど
に
つ
い
て
叙
述
を
基
に
的
確
に
捉
え
て
い
る
。

○

Ｂ
⑴
オ
「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
作
品
の
内
容
や
解
釈
を
踏
ま
え
、
自
分
の
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
深
め
、
我
が
国
の
言
語
文
化
に
つ
い

て
自
分
の
考
え
を
も
っ
て
い
る
。

○

○

〔
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
〕

進
ん
で
漢
文
の
世
界
に
親
し
み
、
訓
読
の
き
ま
り
や
熟
語
の
構
造
を
理
解
し
、
学
習
の
見
通
し
を
も
っ
て
、
漢
和
辞
典
の
使
い
方
を
理
解
し
、
熟
語
の
意
味

「
創
作
ゲ
ー
ム
」
を
行
お
う
と
し
て
い
る
。

○

○

○

○

■
言
語
活
動
例
と
の
関
連
（【
　
】
は
関
連
す
る
指
導
要
領
の
言
語
活
動
例
）

単
元
の
言
語
活
動
1
：
熟
語
の
意
味
「
創
作
」
ゲ
ー
ム
を
行
う
。【〔
思
・
判
・
表
〕
Ｂ
⑵
オ
】
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参
考
文
献

教
師
用 �

▽
入
門
・
語
法

｢

漢
文
入
門
」
小
川
環
樹
・
西
田
太
一
郎�

岩
波
書
店
　
昭
三
十
二

｢

漢
文
の
語
法
」
西
田
太
一
郎�

角
川
書
店
　
昭
五
十
五

｢

研
究
資
料
漢
文
学
10　

語
法
・
句
法　

漢
字
・
漢
語
」
國
金
海
二
・
木

村
秀
次�

明
治
書
院
　
平
六

｢

漢
詩
・
漢
文
解
釈
講
座
〈
別
巻
〉
訓
読
百
科
」
江
連
隆

�

昌
平
社
　
平
七

｢

漢
文
を
読
む
た
め
の
助
字
小
事
典
」
三
浦
勝
利�

内
山
書
店
　
平
八

｢

漢
文
語
法
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
江
連
隆�

大
修
館
書
店
　
平
九

｢

新
版　

漢
文
解
釈
辞
典
」
多
久
弘
一
・
瀬
戸
口
武
夫

�
国
書
刊
行
会
　
平
十

｢

漢
文
基
本
語
辞
典
」
天
野
成
之�
大
修
館
書
店
　
平
十
一

｢

新
訂　

漢
文
法
要
説
」
西
田
太
一
郎�

朋
友
書
店
　
平
十
六

｢

漢
文
法
基
礎
」（
講
談
社
学
術
文
庫
）
加
地
伸
行�
平
二
十
二

｢

漢
文
訓
読
入
門
」
古
田
島
洋
介
・
湯
城
吉
信�

明
治
書
院
　
平
二
十
三

「
こ
れ
な
ら
わ
か
る
漢
文
の
送
り
仮
名

─
入
門
か
ら
応
用
ま
で

─
」

古
田
島
洋
介
（
新
典
社
選
書
）�

平
二
十
四

▽
故
事
成
語

｢

中
国
の
故
事
と
名
言
五
〇
〇
選
」
駒
田
信
二
・
常
石
茂
編

�

平
凡
社
　
昭
五
十

｢

中
国
名
言
名
句
の
辞
典
」
向
島
成
美
他
編�

小
学
館
　
昭
六
十
三

｢

中
国
故
事
名
言
辞
典
」（
角
川
小
辞
典
）
加
藤
常
賢
他�

昭
五
十
六

｢

故
事
成
語
名
言
大
辞
典
」
鎌
田
正
他�

大
修
館
書
店
　
昭
六
十
三

｢

成
語
林
故
事
こ
と
わ
ざ
慣
用
句
」
尾
上
兼
英�

旺
文
社
　
平
四

｢

新
明
解　

故
事
こ
と
わ
ざ
辞
典
」
三
省
堂
編
修
所

�

三
省
堂
書
店
　
平
十
三

｢

新
版　

中
国
名
言
名
句
辞
典
」
大
島
晃
編�

三
省
堂
書
店
　
平
二
十
三

生
徒
用 �

｢

中
国
の
名
句
名
言
」（
講
談
社
現
代
新
書
）
村
上
哲
見�

昭
六
十
一

｢

漢
語
名
言
集
」（
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
）
奥
平
卓
他�

平
元

「
故
事
成
語
で
中
国
語
を
読
む
」（
ち
く
ま
文
庫
）
多
久
弘
一�

平
成
二
十

明治書院「精選　言語文化」指導資料R4
漢文編　単元 1　「訓読の世界」参考文献● 1

d_0101_00_04_tangen_sanko

図
版
解
説　

〈
天
文
二
年
泉
南
阿
佐
井
野
氏
刊
本
『
論
語
』〉

　
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
。�

⇒
Ｐ
115

〈
改
正
音
訓
四
書
正
文
『
論
語
』〉

　
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
。�
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な
ぜ
漢
文
を
学
ぶ
の
か

漢
文
に
親
し
む

　

漢
文
の
第
一
時
間
目
に
ぜ
ひ
と
も
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
に
、
漢

文
を
勉
強
す
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
漢
文
を
学
ぶ
第
一

の
理
由
は
、
教
科
書
の
漢
文
編
冒
頭
「
な
ぜ
漢
文
を
学
ぶ
の
か
」（
Ｐ
一
一

六
）
に
も
あ
る
よ
う
に
、
漢
字
・
漢
文
が
日
本
語
そ
の
も
の
を
育
て
た
大
き

な
柱
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
代
日
本
語
か
ら
漢

字
・
漢
語
を
取
り
去
っ
て
み
た
場
合
を
想
像
し
て
み
れ
ば
、
生
徒
に
も
す
ぐ

理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
は
少
し
視
点
を
変
え
、
わ
ず
か
一
世
紀
ほ
ど
前
に
は
い
か
に
漢

詩
・
漢
文
と
い
う
も
の
が
普
遍
的
教
養
と
し
て
人
々
の
間
に
生
き
て
い
た
か

を
示
す
例
と
し
て
、
明
治
の
文
豪
夏
目
漱
石
と
明
治
の
元
勲
伊
藤
博
文
の
漢

詩
を
引
い
て
み
る
。
初
め
は
漱
石
の
「
自
画
に
題
す
」。

　
　

唐
詩
読

　

ミ

罷
　

ミ
テ

倚
　

ル

◥欄
干

　

ニ

◣

唐
詩
読
み
罷
み
て
欄
干
に
倚
る

　
　

午
院
沈
沈
緑
意
寒

　

シ

午
院
沈
沈　

緑
意
寒
し

　
　

借
問

　

ス

春
風
何

　

レ
ノ

処
　

ニ
カ

有
　

ル

借
問
す　

春
風
何
れ
の
処
に
か
有
る

　
　

石
前

　

ノ

幽
竹
石
間

　

ノ

蘭

石
前
の
幽
竹　

石
間
の
蘭

　

次
は
伊
藤
博
文
が
晩
年
に
人
生
の
無
常
を
嘆
じ
た
「
京
都
の
作
」（
現
代

語
訳
を
付
す
）。

　
　

老
来
豪
気
易

　

シ

◥銷
磨

　

シ

◣

老
来　

豪
気
銷
磨
し
易
し

　
　

五
十
星
霜
夢
裏

　

ニ

過
　

グ

五
十
星
霜　

夢
裏
に
過
ぐ

　
　

欲
╱

　

ス
レ
バ

向
◥

　

ツ
テ

東
山

　

ニ

◣尋
㌅

　

ネ
ン
ト

往
事

　

ヲ

໐
東
山
に
向
つ
て
往
事
を
尋
ね
ん
と
欲
す
れ
ば

　
　

荒
墳
累
累
故
人
多

　

シ

荒
墳
累
累　

故
人
多
し

　
　

年
を
と
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
強
い
気
力
は
消
え
て
ゆ
き
、

　
　

五
十
年
の
歳
月
は
夢
の
よ
う
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

　
　

東
山
に
向
か
っ
て
過
去
の
こ
と
を
聞
こ
う
と
す
る
と
、

荒
れ
果
て
た
墓
が
重
な
り
あ
っ
て
多
く
の
友
が
眠
っ
て
い
る
の
が
見
え

る
ば
か
り
だ
。

　

前
者
は
漱
石
の
日
常
に
お
け
る
漢
詩
の
位
置
を
、
後
者
は
元
勲
の
懐
古
の

手
段
と
し
て
の
漢
詩
の
功
用
を
示
し
て
い
る
。
伊
藤
博
文
は
「
春
畝
」
と
い

う
号
を
持
つ
漢
詩
人
で
も
あ
っ
た
。
単
に
こ
の
例
だ
け
を
も
っ
て
漢
文
を
学

ぶ
こ
と
の
意
義
を
説
く
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
日
本
と
縁
の
な
い
も
の
だ
と

思
っ
て
い
た
漢
文
が
意
外
な
と
こ
ろ
に
顔
を
出
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
に

は
、
充
分
で
あ
ろ
う
。
明
治
の
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
日
常
の
さ
さ
や
か
な

興
趣
を
描
く
（
夏
目
漱
石
「
自
画
に
題
す
」）
と
き
に
も
、
京
都
の
東
山
を

望
ん
で
老
年
の
感
慨
を
述
べ
る
（
伊
藤
博
文
「
京
都
の
作
」）
と
き
に
も
、

漢
詩
が
身
近
な
自
己
表
現
の
手
段
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
の
古
典
と
し
て
の
漢
文

　

漢
文
を
学
ぶ
意
義
に
つ
い
て
、「
な
ぜ
漢
文
を
学
ぶ
の
か
」
は
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

漢
文
の
文
献
は
次
々
に
海
を
渡
り
、
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
私

た
ち
の
祖
先
は
、
こ
の
漢
文
に
よ
っ
て
先
進
の
文
化
を
学
び
、
豊
か
な

文
学
や
思
想
、
文
化
を
創
り
出
し
て
き
た
の
で
す
。

　

こ
こ
に
い
う
「
先
進
の
文
化
」
と
は
、
儒
教
や
諸
子
百
家
の
哲
学
、
仏
教
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な
ど
の
宗
教
、
政
治
学
、
法
律
や
社
会
制
度
、
文
学
、
絵
画
・
彫
刻
な
ど
の

芸
術
、
そ
の
他
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
分
野
が
含
ま
れ
る
。
日
本
人
に
と
っ
て
漢

文
は
何
よ
り
も
、
そ
う
し
た
先
進
的
な
文
化
を
受
容
す
る
た
め
の
手
段
だ
っ

た
。
漢
文
に
よ
っ
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
文
化
が
、
そ
の
後
の
日
本
の
文
化
の

基
底
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
漢
文
受
容
の
歴
史
に
は
模
倣
の
段
階

も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
重
要
な
の
は
、
先
人
た
ち
が
模
倣
に
終
始
し
た

の
で
は
な
く
、
先
進
的
な
文
化
を
受
容
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
刺
激
の

も
と
に
、
日
本
独
自
の
様
々
な
文
化
を
生
み
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

日
本
で
漢
文
学
が
隆
盛
し
た
時
期
は
、
奈
良
か
ら
平
安
に
か
け
て
の
遣
唐

使
の
時
代
、
鎌
倉
室
町
の
五
山
文
学
の
時
代
、
江
戸
時
代
の
三
期
で
あ
る
。

第
一
・
第
二
の
時
期
に
は
学
問
は
ほ
ん
の
一
握
り
の
階
層
に
よ
る
独
占
物
だ

っ
た
。
だ
が
そ
の
時
期
に
お
い
て
も
、
中
国
伝
来
の
文
化
・
学
問
と
向
き
あ

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
人
は
日
本
独
自
の
文
化
を
生
み
出
し
て
き
た
。
一

例
を
あ
げ
れ
ば
、「
文
選
読
み
」
と
い
う
習
慣
が
あ
る
。
六
世
紀
初
頭
に
中

国
・
梁
で
編
纂
さ
れ
た
『
文
選
』
は
、
平
安
時
代
に
は
、
主
に
学
問
の
家
柄

で
あ
る
博
士
家
で
伝
承
・
学
習
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
博
士
家
で
行
わ
れ
た
の

が
、「
文
選
読
み
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
つ
の
漢
語
を
、
ま
ず
音
読
み
し
、

つ
づ
け
て
訓
読
み
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
、「
細
細
腰
支
」

と
い
う
句
を
、「
細
細
（
さ
い
さ
い
）
と
ほ
そ
や
か
な
る
腰
支
（
え
う
し
）

の
こ
し
」
と
読
む
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
読
み
方
は
、
学
問
の
伝
承
の
た
め

に
工
夫
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
漢
語
に
対
す
る
理

解
を
深
め
た
だ
け
で
な
く
、
対
応
す
る
和
語
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
る
も

の
で
も
あ
っ
た
。
い
わ
ば
、
漢
語
と
対
比
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
和
語
の
表

現
力
を
発
見
し
創
造
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
に
は
学
問
が
広
く
一
般
に
普
及
し
た
こ
と
も
あ
り
、
漢
学
は
知

識
人
・
読
書
階
層
に
要
求
さ
れ
る
必
須
の
科
目
に
な
っ
て
官
民
と
も
に
隆
盛

を
極
め
た
。
た
と
え
ば
、
中
国
伝
来
の
儒
教
に
つ
い
て
の
独
自
の
研
究
が
進

み
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
家
が
あ
ら
わ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
を
通
じ
て
入
っ
て
き
た

西
洋
の
学
問
を
受
容
す
る
基
盤
と
も
な
っ
た
。
漢
詩
・
漢
文
の
創
作
も
盛
ん

に
お
こ
な
わ
れ
、
松
尾
芭
蕉
の
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
な
ど
の
文
章
に
見
ら
れ

る
美
意
識
は
、
漢
文
の
世
界
を
基
底
に
持
つ
も
の
だ
っ
た
。
明
治
に
な
る
と

漢
学
の
相
対
的
地
位
は
低
下
し
た
が
、
そ
れ
で
も
江
戸
時
代
の
余
勢
は
ま
だ

ま
だ
及
ん
で
い
た
。
先
に
触
れ
た
夏
目
漱
石
・
伊
藤
博
文
（
春
畝
）
の
漢
詩

は
そ
の
ほ
ん
の
一
例
で
あ
る
。

　

現
代
の
高
等
学
校
で
漢
文
が
必
修
科
目
に
な
っ
て
い
る
の
も
こ
の
流
れ
を

く
む
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
人
が
長
き
に
わ
た
っ
て
対
象
化
し
、
そ

こ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
発
見
を
し
、
日
本
独
自
の
文
化
を
生
み
出
す
糧
と
な
っ

て
き
た
漢
文
を
自
ら
の
古
典
と
し
て
と
ら
え
な
お
す
こ
と
が
、
高
等
学
校
に

お
け
る
漢
文
の
目
標
な
の
で
あ
る
。
高
校
の
漢
文
で
は
「
日
本
の
古
典
」
と

し
て
日
本
人
が
親
し
ん
で
き
た
漢
文
の
世
界
を
追
体
験
し
、
理
解
す
る
こ
と

が
重
要
な
の
で
あ
っ
て
、
中
国
の
文
学
や
思
想
そ
れ
自
体
を
専
門
的
に
学
習

す
る
こ
と
が
第
一
目
標
な
の
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
素
材
と
し
て
は
多
く
が

中
国
の
も
の
だ
か
ら
、
文
化
的
背
景
な
ど
も
含
め
、
外
国
の
文
献
と
し
て
で

き
る
だ
け
正
確
に
読
む
と
い
う
態
度
は
重
要
だ
が
、
そ
れ
と
同
じ
程
度
に
大

切
な
の
は
、
訓
読
の
方
法
を
理
解
し
、
日
本
人
が
受
容
し
て
き
た
漢
文
の
特

徴
を
把
握
し
、
訓
読
の
語
調
、
日
本
語
と
し
て
の
漢
文
脈
に
親
し
む
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
漢
文
学
習
の
始
め
に
、「
日
本
の
古
典
」
と
し
て
漢
文
を
位

置
づ
け
る
視
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
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訓
読
の
「
国
際
性
」

　

訓
読
と
い
う
方
法
に
つ
い
て
、「
な
ぜ
漢
文
を
学
ぶ
の
か
」
は
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

漢
文
を
中
国
以
外
の
地
域
の
言
語
で
読
む
た
め
に
、
各
地
域
で
独
自
の

方
法
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
特
に
日
本
で
は
、
漢
文
を
日
本
語
の
文
章
と

し
て
読
む
訓
読
の
方
法
が
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
た

ち
の
祖
先
は
こ
の
訓
読
に
よ
っ
て
、
漢
文
の
持
つ
簡
潔
さ
、
論
理
性
、

表
現
力
な
ど
を
日
本
語
に
取
り
入
れ
、
言
葉
を
豊
か
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

訓
読
の
方
法
は
、
確
か
に
日
本
で
独
自
に
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
は
孤
立
し
た
試
み
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
類
似
の
方
法
は
、
朝

鮮
半
島
や
ベ
ト
ナ
ム
等
で
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

朝
鮮
半
島
で
は
「
口
訣
」
と
呼
ば
れ
、
漢
文
を
読
む
際
、
朝
鮮
語
（
韓
国

語
）
の
要
素
を
漢
字
で
書
き
加
え
（
日
本
の
訓
読
の
送
り
仮
名
に
あ
た
る
）、

漢
文
を
朝
鮮
語
の
語
序
に
よ
っ
て
読
む
こ
と
が
行
わ
れ
た
。
新
羅
時
代
か
ら

「
吏
読
」（
り
と
う
）
と
呼
ば
れ
る
表
記
方
法
も
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、「
顧

問
教０
是０
去０
等０
」（「
顧
問
せ０
ら０
れ０
た０
な０
ら０
ば０
」
の
意
）
の
よ
う
に
、
朝
鮮
語
の

助
詞
や
用
言
の
活
用
形
な
ど
を
漢
字
に
よ
っ
て
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
高
麗
朝
時
代
の
漢
文
訓
読
資
料
等
も
発
見
さ
れ
、
研
究
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
語
独
自
の
音
を
表
記
す
る
「
チ
ュ

ー
ノ
ム
」
と
い
う
文
字
が
生
み
出
さ
れ
、
漢
字
・
チ
ュ
ー
ノ
ム
交
じ
り
文
の

表
記
法
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
も
、
ベ
ト
ナ
ム
語
に
よ
る
、
一
種
の
訓
読
法
と

言
え
よ
う
。
日
本
の
漢
文
訓
読
法
は
、
東
ア
ジ
ア
世
界
で
広
く
行
わ
れ
た
漢

文
読
解
の
試
み
の
中
か
ら
生
ま
れ
、
そ
の
中
で
最
も
体
系
化
さ
れ
た
も
の
だ

っ
た
と
言
え
る
。
訓
読
法
は
確
か
に
日
本
独
自
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に

は
国
際
的
な
背
景
が
あ
り
、
孤
立
し
た
方
法
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

現
代
に
お
い
て
、
中
国
に
つ
い
て
専
門
的
に
研
究
す
る
場
合
に
は
、
当
然

外
国
語
と
し
て
の
中
国
語
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
高
等
学
校

の
漢
文
の
授
業
に
お
い
て
は
、「
日
本
の
古
典
」
と
し
て
漢
文
を
学
ぶ
こ
と

が
目
標
で
あ
る
。
日
本
人
が
長
く
訓
読
に
よ
っ
て
読
解
・
受
容
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
日
本
語
そ
の
も
の
を
豊
か
に
し
て
き
た
漢
文
を
、
学
び
の
対
象
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。「
な
ぜ
漢
文
を
学
ぶ
の
か
」
は
、「
現
代
の
私
た
ち
が
日

本
の
文
学
や
文
化
の
根
源
を
見
直
し
、
現
在
の
日
常
の
言
葉
を
深
く
理
解
す

る
た
め
に
は
、
漢
文
を
学
ぶ
こ
と
が
ど
う
し
て
も
必
要
な
の
で
す
」
と
述
べ

て
い
る
。
日
本
語
の
奥
行
き
を
理
解
し
、
豊
か
な
日
本
語
を
生
み
出
し
て
行

く
た
め
に
こ
そ
、
漢
文
の
学
習
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
背

景
に
は
東
ア
ジ
ア
世
界
で
広
く
行
わ
れ
た
漢
文
読
解
の
努
力
が
あ
っ
た
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

訓
読
の
「
ゆ
れ
」

　

漢
文
訓
読
体
は
、
平
安
時
代
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
曲
折
を
へ
て
今
日
行
わ

れ
る
よ
う
な
形
に
落
ち
着
い
た
も
の
で
、
独
特
の
ス
タ
イ
ル
を
持
ち
、
そ
の

中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
時
代
の
語
法
が
混
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
訓
読
と
原
漢

文
の
正
確
な
解
釈
と
に
は
、
ズ
レ
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
は
多
く
の

場
合
、
簡
潔
な
原
文
を
訓
読
す
る
だ
け
で
は
意
味
が
伝
わ
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
た
め
で
あ
り
、
古
文
に
現
代
語
訳
が
必
要
な
の
と
同
じ
理
由
で
あ
る
。

　

し
か
し
よ
り
重
要
な
の
は
、
訓
読
そ
の
も
の
の
「
ゆ
れ
」
だ
ろ
う
。
こ
れ

は
主
に
時
代
と
と
も
に
日
本
語
の
語
法
が
変
化
し
、
ま
た
訓
読
の
習
慣
に
も

変
化
が
生
じ
た
た
め
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
大
器
晩
成
」
と
い
う
文
は
、

「
大
器
は
晩
成
す
」
と
訓
読
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、「
大
い
な
る
器
は
晩

く
成
る
」
と
訓
読
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
現
在
の
訓
点
の
規
則
と
訓
読
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法
は
、
江
戸
時
代
に
ほ
ぼ
定
ま
り
、
明
治
以
後
に
広
く
定
着
し
た
規
則
・
習

慣
に
依
っ
て
い
る
が
、
言
葉
の
習
慣
は
完
全
に
固
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
、
訓
読
す
る
人
に
よ
る
個
人
差
等
が
出
る
場
合
も
あ
る
。
さ
ら
に
、

訓
読
は
日
本
語
へ
の
翻
訳
で
も
あ
る
た
め
、
解
釈
の
相
違
に
よ
っ
て
読
み
方

が
異
な
る
場
合
も
あ
る
。
こ
う
し
た
訓
読
の
「
ゆ
れ
」
は
、
む
し
ろ
解
釈
や

表
現
の
多
様
性
と
し
て
受
け
と
め
る
べ
き
も
の
だ
ろ
う
。
高
等
学
校
の
漢
文

で
こ
の
点
に
あ
ま
り
厳
格
に
な
る
必
要
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
指
導
者
は

こ
れ
ら
の
「
ゆ
れ
」
が
生
じ
得
る
こ
と
に
自
覚
的
で
あ
り
た
い
。

中
国
語
と
日
本
語

　

中
国
語
と
日
本
語
と
は
漢
字
が
共
通
し
、
訓
読
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
二

千
年
以
上
も
前
の
文
章
ま
で
読
め
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
ど
こ
か
類
縁
関
係

に
あ
る
言
葉
の
よ
う
な
錯
覚
を
抱
か
れ
が
ち
だ
が
、
実
は
全
く
系
統
の
異
な

る
言
語
で
あ
る
。
訓
読
に
入
る
前
に
、
基
本
的
に
ど
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る

の
か
を
簡
単
に
み
て
お
こ
う
。

　

世
界
の
言
語
は
、
文
法
上
次
の
三
つ
に
大
別
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

①
屈
折
語　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
語
の
よ
う
に
、
語
形
つ
ま
り
格
や
語
尾
が
変
化

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
文
法
的
機
能
を
示
す
も
の
。

②
膠
着
語　

日
本
語
や
朝
鮮
語
の
よ
う
に
、
単
語
や
語
幹
に
語
尾
や
接
辞
が

接
合
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
文
法
的
機
能
を
示
す
も
の
。
漢
文
訓
読
に

お
け
る
送
り
仮
名
の
必
要
性
は
こ
こ
か
ら
生
じ
る
わ
け
で
あ
る
。

③
孤
立
語　

中
国
語
の
よ
う
に
、
語
形
変
化
も
接
辞
の
接
合
も
な
く
、
い
つ

も
決
ま
っ
た
語
形
の
も
の
。

　

漢
文
の
語
順
が
英
語
の
そ
れ
と
似
て
い
る
こ
と
に
生
徒
た
ち
は
気
づ
く
で

あ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
外
の
点
で
は
似
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
中
国
語
は
日

本
語
と
も
英
語
と
も
全
く
異
な
る
文
法
体
系
を
持
っ
た
言
語
で
あ
る
。
し
か

し
、
中
国
語
が
「
孤
立
語
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
膠
着
語
」
と
し
て

の
日
本
語
の
活
用
語
尾
や
助
詞
等
を
送
り
仮
名
と
し
て
補
い
、
語
順
を
変
え

る
返
り
点
を
添
え
れ
ば
、
日
本
語
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
、
つ
ま
り
訓

読
で
き
る
こ
と
に
先
人
た
ち
は
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。

日
本
の
古
典
文
法
と
の
関
連

　

生
徒
に
と
っ
て
漢
文
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
具
体
的
に
は
訓
読
さ
れ
た
、

す
な
わ
ち
日
本
語
化
さ
れ
た
文
章
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
訓
読
を
指
導
す
る
う
え
で
、
日
本
の
古
典
文
法
と
の
関
連
を
常
に
意
識
さ

せ
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。
か
つ
て
の
漢
文
入
門
で
は
、
素

読
が
よ
く
用
い
ら
れ
た
。
素
読
の
重
要
性
は
今
で
も
変
わ
り
が
な
い
が
、
現

代
で
は
、
そ
の
学
習
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
。
学
習
が
進
ん
で
漢
文
に
興
味

を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
段
階
で
試
み
て
み
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

漢
文
訓
読
に
用
い
る
助
動
詞

　

現
在
の
訓
読
法
で
一
般
に
用
い
る
助
動
詞
を
一
覧
表
に
ま
と
め
て
お
く
。
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書
き
下
し
文

　

書
き
下
し
文
の
書
き
方
を
生
徒
に
指
導
す
る
と
き
は
、
Ｐ
一
二
三
「
書
き

下
し
文
の
ま
と
め
」
に
記
し
た
、
以
下
の
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

①
送
り
仮
名
は
平
仮
名
（
歴
史
的
仮
名
遣
い
）
に
す
る
。

②
日
本
語
の
助
詞
・
助
動
詞
に
当
た
る
漢
字
は
平
仮
名
に
す
る
。

③
訓
読
の
と
き
に
読
ま
な
い
文
字
（
置
き
字
）
は
書
か
な
い
。

④
再
読
文
字
は
、
最
初
の
読
み
は
漢
字
を
用
い
、
二
度
目
の
読
み
は
平
仮
名

に
す
る
。

（
安
藤　

信
廣）

語

意
味
・
働
き

漢　
　

字

ず

打
消

不
・
弗

る
・
ら
（
ル
）

受
身

見
・
被
・
所
・
為

た
（
リ
）

断
定

為

し
（
ム
）

使
役

使
・
教
・
令
・
遣

べ
（
シ
）

可
能
・
許
可
・
認
定
・

当
然
・
義
務

可

ご
と
（
シ
）

比
況

若
・
如

な
り

断
定

也
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❶��

・
生
徒
は
（
小
）
中
学
校
で
す
で
に
故
事
成
語
・
唐
詩
・『
論
語
』
を
学

習
し
て
い
る
。
た
だ
し
変
則
的
な
書
き
下
し
や
現
代
語
訳
（
鑑
賞
文
）
で

学
ん
で
い
る
場
合
も
多
く
、
断
片
的
な
語
句
の
形
で
あ
げ
る
者
も
多
い
だ

ろ
う
。

・�

中
学
時
代
の
漢
文
学
習
を
振
り
返
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
で
き
る
だ
け
生

徒
ど
う
し
で
相
談
さ
せ
て
み
る
と
よ
い
。

・�

Ｐ
一
一
六
「
な
ぜ
漢
文
を
学
ぶ
の
か
」
を
読
み
、
生
徒
の
知
識
や
関
心
の

程
度
、
漢
文
学
習
の
と
ら
え
方
を
把
握
し
、
以
後
の
指
導
計
画
の
参
考
に

す
る
と
よ
い
。

【
評
価
】・
言
葉
に
は
、
文
化
の
継
承
、
発
展
、
創
造
を
支
え
る
働
き
が
あ
る

こ
と
を
理
解
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

・
我
が
国
の
文
化
と
中
国
の
文
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
、

確
認
す
る
。

・（
小
）
中
学
校
で
の
学
習
を
振
り
返
っ
た
り
、
Ｐ
一
一
六
「
な
ぜ
漢
文
を

学
ぶ
の
か
」
を
読
ん
だ
り
し
て
、
時
間
の
経
過
や
地
域
の
文
化
的
特
徴
な

ど
に
よ
る
文
字
や
言
葉
の
変
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
古
典
の
言
葉
と

現
代
の
言
葉
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
、
発
言
や
行
動

を
観
察
す
る
。

・
我
が
国
の
言
語
文
化
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
、
発
言
や
行
動
を
観
察

す
る
。

訓
読
の
世
界�
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導
入

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶�

中
学
校
で
学
習
し
た
漢
詩
・
漢
文
で
印
象
に
残
っ
た
も
の
を
あ
げ
る
。

　

知
技
⑴
ア
・
⑵
ア
・
エ
、
思
判
表
Ｂ
⑴
オ



❶��

・
Ｐ
一
一
七
の
例
文
を
用
い
て
、「
主
語
＋
述
語
」「
修
飾
語
＋
被
修
飾

語
」
の
文
構
造
は
、
漢
文
と
日
本
語
と
で
語
順
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
理

解
さ
せ
る
。

・
Ｐ
一
一
六
下
段
「
ポ
イ
ン
ト
❶
」
を
活
用
し
、
訓
読
・
白
文
・
訓
点
・
書

き
下
し
文
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

・
送
り
仮
名
は
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中
で
明
確
に
読
み
取
れ
る
よ
う
、

片
仮
名
で
、
漢
字
の
右
下
に
小
さ
く
施
す
こ
と
を
確
認
す
る
。

・
漢
文
で
は
主
格
を
表
す
助
詞
「
ガ
」
は
送
ら
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

d_0101_01_02_nyumon_kyozai
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《
板
書
例
》

　

訓
読
文　　
　
　
　
　
　

書
き
下
し
文

	

主
語	

述
語	

主
語	

述
語
（
動
詞
）

　

鳥　
　

語　
。　
　
　
　

鳥　

語
る
。
×
鳥
が
語
る
。

　
　
　

＋　
　
　
　
　
　
　
　

＋

　

花　
　

香　
。　
　
　
　

花　

香
る
。
×
花
が
香
る
。

　
　
　

↓　
　
　
　
　
　
　
　

↓

　

鳥　
語
リ
、
花　
香
ル
。　
　

鳥　
語
り
、
花　
香
る
。

◆
×
「
鳥
が
語
り
、
花
が
香
る
。」

　
　

→
主
格
を
表
す
「
が
」
は
用
い
な
い
。

　

○
「
鳥
は
語
り
、
花
は
香
る
。」

　
　

→
強
調
を
表
す
「
は
」
は
用
い
ら
れ
る
。

◆
訓
読

　
　

＝
白
文
に
送
り
仮
名
・
句
読
点
・
返
り
点
を
付
け
る
。

　

書
き
下
し
文

　
　

＝
訓
読
し
た
漢
文
を
日
本
語
の
語
順
に
書
き
表
し
た
も
の
。

ルル

展
開

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶�

基
本
構
造
「
主
語
＋
述
語
」「
修
飾
語
＋
被
修
飾
語
」
と
送
り
仮

名
・
句
読
点
・
書
き
下
し
文
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

❷�

返
り
点
の
付
け
方
と
、
返
り
点
が
誕
生
し
た
理
由
を
理
解
し
、
返
読

の
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
る
。
知
技
⑵
ア

❸�

Ｐ
一
一
七
～
一
一
九
の
「
送
り
仮
名
・
句
読
点
」「
返
り
点
」
の
教

材
に
つ
い
て
、
返
り
点
に
従
っ
て
繰
り
返
し
音
読
す
る
。

❹�

Ｐ
一
二
一
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
1
を
行
う
。
知
技
⑵
ウ

　

〔
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１
〕



❷
・
Ｐ
一
一
七
下
段
「
ポ
イ
ン
ト
❷
」
を
活
用
し
、「
登
山
」「
読
書
」
は

「
山
に
登
る
」「
書
を
読
む
」
と
い
う
日
本
語
の
文
構
造
と
は
異
な
り
、

「
述
語
─
目
的
語
（
補
語
）」
と
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

・
漢
文
と
日
本
語
の
文
構
造
が
異
な
る
場
合
に
、
日
本
語
の
語
順
で
読
む
方

法
と
し
て
、「
返
り
点
」
が
施
さ
れ
た
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。

・
漢
字
と
日
本
語
と
の
関
係
に
つ
い
て
常
に
自
覚
さ
せ
る
。

【
評
価
】
返
り
点
の
学
習
を
通
し
て
、
我
が
国
の
文
化
と
中
国
の
文
化
と
の

関
係
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。
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《
板
書
例
》

	
主
語	

述
語	

主
語	

述
語
（
形
容
動
詞
）

　

天　
　

朗
。　　
　
　

天　

朗
ら
か
な
り
。

　
　
　

＋　
　
　
　
　
　
　

＋

	

主
語	

述
語	

主
語	

述
語
（
形
容
詞
）

　

気　
　

清
。　　
　
　

気　

清
し
。

　
　
　

↓　
　
　
　
　
　
　

↓

　

天　
朗
、
気　
清
。　　

天　
朗
ら
か
に
、
気　
清
し
。

《
板
書
例
》

	

修
飾
語	

被
修
飾
語	

修
飾
語	

被
修
飾
語

　
　

大　
　
　

器
。　　
　
　

大
な
る　
　

器
。

　
　
　

＋　
　
　
　
　
　
　
　
　

＋

	

修
飾
語	

被
修
飾
語	

修
飾
語	

被
修
飾
語

　
　

晩　
　
　

成
。　　
　
　

晩
く　
　

成
る
。

　
　
　

↓　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓

	

主
語	

述
語	

主
語	

述
語

　

大
器
ハ　

晩
成
ス
。　　
　

大
器
は　
　

晩
成
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
な
る
器
は　

晩
く
成
る
。）

◆
二
字
熟
語
は
そ
の
ま
ま
音
読
み
で
読
む
場
合
が
多
い
。



❸
原
文
の
下
に
あ
る
書
き
下
し
文
を
参
照
さ
せ
、
範
読
、
斉
読
、
指
名
読
み

な
ど
を
場
合
に
応
じ
て
使
い
分
け
、
繰
り
返
し
音
読
さ
せ
る
。

❹
返
り
点
の
施
さ
れ
た
文
字
が
あ
っ
た
ら
必
ず
下
の
文
字
か
ら
上
の
文
字
へ

と
返
る
こ
と
、
返
り
点
の
施
さ
れ
て
い
な
い
文
字
は
上
か
ら
一
つ
残
ら
ず

読
ん
で
い
く
こ
と
（
た
だ
し
置
き
字
は
例
外
）
な
ど
が
基
本
で
あ
る
。

「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
1
の
よ
う
な
、
文
字
で
な
く
□
か
ら
な
る
文
を
読

む
と
き
、
こ
う
い
う
原
則
が
極
立
っ
て
意
識
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

【
評
価
】「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
1
を
行
い
、
訓
読
の
き
ま
り
を
理
解
し
て
い

る
か
、
ノ
ー
ト
や
提
出
物
な
ど
に
よ
り
確
認
す
る
。
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《
板
書
例
》

「
漢
文
と
日
本
語
の
語
順
」

語
順
が
同
じ
構
造

1
主
語
＋
述
語

　
　

日
没
（
日
が
沈
む
。）

2
修
飾
語
＋
被
修
飾
語

　
　

美
食
（
お
い
し
い
食
べ
物
。）

　
　

予
定
（
あ
ら
か
じ
め
定
め
る
。）

語
順
が
異
な
る
構
造

1
述
語
＋
目
的
語

　
　

読
書
（
本
を
読
む
。）

2
述
語
＋
補
語

　
　

登
山
（
山
に
登
る
。）

　

→
語
順
を
入
れ
替
え
て
訓
読
す
る
た
め
に

　
　
「
返
り
点
」
が
生
ま
れ
た

◆「
ヲ
」
を
送
っ
た
語
を
目
的
語
、

　
「
ニ
・
ト
・
ヨ
リ
」
を
送
っ
た
語
を
補
語
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
。

	

述
語	

目
的
語	

述
語	

補
語

　

転
ジ
テ　

禍
ヲ　
　

為
ス　
　

福
ト
。



を
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

❹
漢
文
訓
読
上
、
返
り
点
の
一
般
的
な
原
則
か
ら
外
れ
る
ケ
ー
ス
が
二
つ
あ

る
。
そ
れ
が
こ
の
置
き
字
と
再
読
文
字
で
あ
る
。
再
読
文
字
の
学
習
に
あ

た
っ
て
は
、
再
読
と
い
う
現
象
が
起
こ
る
理
由
を
理
解
す
る
こ
と
が
第
一

で
あ
る
。「
将
来
」
と
「
未
来
」
の
対
比
な
ど
か
ら
も
再
読
文
字
の
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
つ
か
む
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

【
評
価
】
現
代
の
言
葉
に
も
あ
る
「
将
来
」「
未
来
」
な
ど
と
漢
文
の
つ
な
が

り
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
、
発
言
や
行
動
な
ど
に
よ
り
確
認
す
る
。

❺
辞
書
で
確
か
め
る
前
に
、
漢
字
そ
の
も
の
が
持
つ
意
味
に
つ
い
て
こ
れ
ま

で
の
言
語
経
験
を
元
に
考
え
る
こ
と
が
大
切
。
漢
和
辞
典
の
引
き
方
・
見

方
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
一
二
四
「
漢
和
辞
典
の
使
い
方
」
を
参
照
す
る
と
よ

い
。

【
評
価
】
教
材
の
格
言
の
内
容
を
的
確
に
捉
え
て
い
る
か
、
ノ
ー
ト
や
提
出

物
な
ど
に
よ
り
確
認
す
る
。

❻
返
り
点
に
従
っ
て
語
順
を
追
い
、
置
き
字
は
書
か
ず
に
、
助
詞
・
助
動
詞

は
平
仮
名
に
す
る
と
い
う
決
ま
り
が
身
に
つ
い
て
い
れ
ば
、「
学
習
の
ポ

イ
ン
ト
」
2
・
3
は
で
き
る
。
四
字
熟
語
の
訓
読
は
、
文
の
構
造
を
見
分

け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。「
主
語
＋
述
語
」、「
修
飾
語
＋
被
修
飾
語
」、

「
述
語
＋
目
的
語
（
補
語
）」、「
否
定
詞
が
上
に
く
る
形
」
な
ど
を
見
抜
く

こ
と
で
あ
る
。
返
り
点
を
付
け
て
ヒ
ン
ト
に
し
て
も
よ
い
。
訓
読
で
き
た

段
階
で
意
味
が
言
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
相
当
分
か
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

【
評
価
】・「
言
葉
と
表
現
」
を
行
い
、
語
感
を
磨
き
語
彙
を
豊
か
に
し
て
い

る
か
、
ノ
ー
ト
や
提
出
物
な
ど
に
よ
り
確
認
す
る
。

・「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
行
い
、
訓
読
の
き
ま
り
を
理
解
し
て
い
る
か
、

ノ
ー
ト
や
提
出
物
な
ど
に
よ
り
確
認
す
る
。

❶
指
導
者
の
範
読
に
合
わ
せ
て
原
文
を
目
で
追
い
音
読
し
、
返
り
点
の
必
要

性
を
理
解
す
る
。

❷
こ
こ
で
つ
ま
ず
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
ま
た
訓
読
の
規
則
の
確
認
、
音
読
練

習
に
戻
る
。
書
き
下
し
文
を
つ
く
る
場
合
に
留
意
す
る
点
に
つ
い
て
は
、

Ｐ
一
二
三
「
書
き
下
し
文
の
ま
と
め
」
を
参
照
す
る
。

❸
白
文
を
写
す
こ
と
は
そ
れ
だ
け
で
文
構
造
を
考
え
る
訓
練
に
な
る
の
で
、

機
会
を
み
て
実
施
し
た
い
。
た
だ
し
無
理
が
あ
る
よ
う
な
ら
あ
ら
か
じ
め

プ
リ
ン
ト
す
る
。
訓
点
を
付
け
る
場
合
に
は
、
先
に
返
り
点
だ
け
を
つ
け

た
り
は
せ
ず
、
読
む
順
番
の
と
お
り
に
「
訓
点
」（
送
り
仮
名
と
返
り
点
）
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ま
と
め
と
発
展

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶�
Ｐ
一
二
〇
～
一
二
二
の
「
置
き
字
」「
再
読
文
字
」
の
教
材
に
つ
い

て
、
返
り
点
に
従
っ
て
繰
り
返
し
音
読
す
る
。

❷�

本
文
を
書
き
下
し
文
に
改
め
る
練
習
を
す
る
。

❸�

白
文
を
ノ
ー
ト
に
写
し
、
返
り
点
と
送
り
仮
名
を
付
け
る
練
習
を
す

る
。

❹�

置
き
字
の
意
味
や
役
割
、
再
読
文
字
の
返
り
点
・
送
り
仮
名
の
付
け

方
の
決
ま
り
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
知
技
⑵
エ

❺�

教
材
を
現
代
語
訳
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
意
味
を
含
ん
で
い
る

の
か
考
え
る
。
思
判
表
Ｂ
⑴
ア

❻�

Ｐ
一
二
一
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
2
・
3
、「
言
葉
と
表
現
」
1
、

Ｐ
一
二
三
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
1
・
2
を
行
う
。
知
技
⑴
ウ
・
⑵
ウ

　

〔
Ｐ
一
二
一
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
2
・
3
、「
言
葉
と
表
現
」
1
、

Ｐ
一
二
三
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
1
・
2
〕



▼�

送
り
仮
名
・
句
読
点
・
返
り
点　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
教
科
書
に
あ
る
説

明
で
十
分
か
と
思
わ
れ
る
が
、
少
し
補
足
し
て
お
く
と
、
ま
ず
、
上
下
点

で
も
間
に
合
わ
ず
さ
ら
に
返
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
甲
乙
点

（
甲
・
乙
・
丙
…
）、
そ
れ
で
も
間
に
合
わ
な
い
と
き
は
天
地
点
（
天
・

地
・
人
）
を
用
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
め
っ
た
に
使
わ
れ
な
い
。
ま

た
レ
点
と
組
み
合
わ
せ
る
も
の
は

点
や

点
な
ど
で
、
一
二
点
や
上
下

点
な
ど
の
最
初
の
点
に
限
ら
れ
る
。

　

�　

送
り
仮
名
に
つ
い
て
、
ど
こ
か
ら
送
る
か
は
、
現
代
の
標
準
表
記
に
従

い
、
原
則
と
し
て
活
用
語
尾
か
ら
送
り
、
誤
読
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
、

多
め
に
送
っ
て
お
け
ば
よ
い
。

【
出
典
】　

南
宋
・
呂
本
中
「
庵
居
」

　

｢

鳥
語リ

、
花
香ル

」

指
導
上
の
注
意
点

１�　

｢

主
語
（
鳥
）
＋
述
語
（
語
）、
主
語
（
花
）
＋
述
語
（
香
）」
の
構
造
。

「
主
語
＋
述
語
」
の
語
順
は
漢
文
も
日
本
語
も
同
じ
で
あ
る
か
ら
返
り
点

は
不
要
。
送
り
仮
名
だ
け
付
け
て
あ
る
。「
鳥
語
」
は
後
の
「
花
香
」
に

連
な
っ
て
い
る
の
で
「
語
」
を
終
止
形
（「
語
る
」）
に
し
な
い
で
連
用
形

（「
語
り
」）
に
す
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
連
な
り
を
強
く
す
る
な
ら
「
語
り

て
」
と
読
ん
で
も
よ
い
。
主
語
に
「
は
」
を
付
け
て
「
鳥
は
語
り
（
て
）、

花
は
香
る
」
と
読
め
ば
「
鳥
語
」
と
「
花
香
」
の
対
が
強
調
さ
れ
る
。

２�　

漢
字
の
読
み
は
「
鳥
・
語
・
花
・
香
」
と
一
字
ず
つ
の
ま
と
ま
り
な
の

で
、
一
字
の
文
字
は
訓
で
、
二
字
の
熟
語
は
音
で
読
む
、
と
い
う
原
則
ど

お
り
訓
読
み
で
「
と
り
・
か
た
（
り
）・
は
な
・
か
を
（
る
）」
と
読
む
。

３�　

美
し
い
春
の
風
景
を
表
現
す
る
描
写
と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
。

時
に
「
花
香
鳥
語
」
と
順
序
を
逆
に
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

【
出
典
】　

王
羲
之
「
蘭
亭
集
序
」

　

｢

是ノ

日
也 

天
朗ラ

カ
ニ、
気
清ク

、
恵
風
和わ

ち

暢や
う
セ
リ。」

指
導
上
の
注
意
点

１�　

前
の
「
鳥
語
、
花
香
」
と
同
じ
く
「
主
語
＋
述
語
」
を
繰
り
返
し
た
構
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鳥と
り

語か
た

り
、
花は

な

香か
を

る
。

鳥
は
美
し
い
声
で
さ
え
ず
り
、
花
は
芳
し
い
匂
い
で
香
る
。

訓
読
と
現
代
語
訳

天て
ん

朗ほ
が

ら
か
に
、
気き

清き
よ

し
。

空
は
晴
れ
渡
り
、
空
気
は
澄
ん
で
い
る
。

訓
読
と
現
代
語
訳



造
。
た
だ
し
述
語
部
分
が
、「
鳥
語
、
花
香
」
で
は
動
詞
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
こ
の
「
天
朗
、
気
清
」
で
は
形
容
動
詞
（
朗
）
と
形
容
詞
（
清
）

に
な
っ
て
い
る
。「
鳥
語
、
花
香
」
の
と
き
と
同
じ
く
、「
天
朗
ら
か
に
し

て
、
気
清
し
」
や
「
天
は
朗
ら
か
に
（
し
て
）、
気
は
清
し
」
と
読
む
こ

と
も
可
能
。

２�　

こ
の
四
字
句
も
一
字
ず
つ
に
区
切
っ
て
読
む
の
で
、
原
則
に
従
え
ば
全

て
訓
読
み
と
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、「
天
」
は
「
あ
め
」
や
「
あ
ま
」
な
ど

と
い
う
訓
は
使
わ
ず
「
て
ん
」
と
音
読
み
す
る
。「
気
」
に
は
訓
は
な
い

の
で
、
こ
れ
も
一
字
だ
が
「
き
」
と
音
読
み
す
る
。

３�　

晩
春
の
晴
れ
渡
っ
た
江
南
の
空
を
描
い
た
字
句
。
王
羲
之
は
晩
春
、
会

稽
（
紹
興
）
の
蘭
亭
で
同
好
の
士
と
曲
水
の
宴
を
開
く
。
こ
れ
は
そ
の
時

一
同
が
作
っ
た
詩
に
つ
け
ら
れ
た
序
文
中
の
言
葉
。

【
出
典
】　｢

老
子
」
四
十
一
章

　

｢

大
器ハ

晩
成シ

、
大
音ハ

希す
く
ナ
ク

　

声
、
大
象ハ

無シ　

形
。」

指
導
上
の
注
意
点

１�　

｢

主
語
」（
大
器
）
＋
「
述
語
」（
晩
成
）
の
形
に
な
っ
て
い
る
点
で
は

前
の
例
文
と
同
じ
だ
が
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
「
修
飾
語
＋
被
修
飾

語
」
の
構
造
「
大
（
な
る
）
＋
器
」
／
「
晩
（
に
）
＋
成
（
る
）」
に
な

っ
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
い
。
語
順
は
日
本
語
と
同
じ
。

２�　

｢

晩
成
す
」
は
、
漢
語
（
熟
語
）
に
サ
変
動
詞
「
す
」
の
付
い
た
例
。

漢
文
で
は
き
わ
め
て
例
が
多
い
。

３�　

漢
文
訓
読
で
、
音
訓
の
読
み
分
け
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
も
な
か
な

か
難
か
し
い
問
題
で
、
生
徒
の
戸
惑
う
点
で
あ
る
。
絶
対
的
な
規
則
の
よ

う
な
も
の
は
な
い
が
、
読
ん
で
意
味
の
通
る
自
然
な
日
本
語
で
あ
る
よ
う

に
心
が
け
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
。
た
だ
し
一
応
の
目
安
と
し
て
、
一
字

の
文
字
は
訓
（
例
：
君
〈
き
み
〉）
で
、
二
字
の
熟
語
は
音
（
例
：
君
子

〈
く
ん
し
〉）
で
、
と
い
う
こ
と
は
い
え
る
。「
大
器
晩
成
」
は
、
こ
れ
ら

の
原
則
に
従
っ
て
読
め
る
例
で
あ
る
。

４�　

｢

大
器
」
は
偉
大
な
人
物
の
比
喩
。
偉
大
な
人
物
は
晩
年
に
な
っ
て
大

成
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
の
意
。
単
に
「
大
器
晩
成
」
と
も
い
う
。

レ

レ
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大た
い

器き

は
晩ば

ん

成せ
い

す
。

大
き
な
器
は
、
出
来
上
が
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
（
大
人
物
は
晩
年
に
な
っ
て
大
成
す
る
も
の
だ
）。

訓
読
と
現
代
語
訳



【
出
典
】　｢
戦
国
策
」
燕
巻
第
九

　

�｢

斉
人ノ

紫ハ

、
敗
素
也
。
而シ

テ
　

賈
十
倍ス

。
越
王
勾
践
棲ミ　

於
会
稽ニ　

而
後ニ

残そ
こ
な
ヒ

　
　

呉ヲ

覇タ
リ
　

天
下ニ

。
此レ

皆
転ジ

テ
　

禍ヲ

而
為シ　

福ト

、
因リ

テ
　

敗ニ

而
為ス　

功ヲ

者
也
。」

指
導
上
の
注
意
点

１�　

こ
の
文
は
日
本
語
の
語
順
と
異
な
り
、「
述
語
＋
目
的
語
・
補
語
」
の

形
で
、
一
字
返
る
レ
点
を
用
い
る
例
。
レ
点
は
形
が
列
を
な
し
て
飛
ぶ
雁

に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
く
雁

か
り
が
ね点

と
も
い
う
。

２�　

返
読
す
る
場
合
、「
ヲ
・
ニ
・
ト
・
ヨ
リ
」
な
ど
の
送
り
仮
名
が
振
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
。

３�　

｢

失
敗
を
転
じ
て
成
功
と
為
す
」
と
い
う
意
。
こ
の
言
葉
は
「
禍
福
は

糾き
ゅ

纆う
て
んの

ご
と
し
」（
禍
福
は
あ
ざ
な
え
る
縄
の
よ
う
な
も
の
で
、
ど
う
な

る
か
分
か
ら
な
い
）
と
い
う
成
語
を
生
み
、
人
の
世
の
運
不
運
の
変
転
極

ま
り
な
い
こ
と
を
い
う
と
き
に
し
ば
し
ば
使
わ
れ
る
。

二

一

レ

二

一

レ

レ

レ

レ

【
出
典
】　
「
偶
成
」

　

少
年
易ク　

老イ

学
難シ　

成リ　
　

一
寸ノ

光
陰
不　
可カ

ラ
　

軽ン
ズ

　

未ダ　

覚メ

池
塘
春
草ノ

夢　
　
　

階
前ノ

梧
葉
已ニ

秋
声

指
導
上
の
注
意
点

1�　

こ
の
文
は
返
読
文
字
「
易
・
難
」
を
含
ん
で
お
り
、「
易
老
」「
難
成
」

を
日
本
語
の
語
順
で
読
む
た
め
に
返
り
点
を
用
い
て
い
る
。
返
読
文
字
と

い
う
文
字
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
動
詞
以
外
で
い
つ
も
返
り
点
の
つ
く

文
字
を
ま
と
め
て
返
読
文
字
と
名
付
け
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
留
意
さ
せ

た
い
。

2�　

返
読
文
字
で
返
る
場
合
は
、
動
詞
の
場
合
と
異
な
り
、「
ヲ
・
ニ
・

ト
・
ヨ
リ
」
な
ど
の
送
り
仮
名
は
振
ら
れ
な
い
こ
と
に
注
意
さ
せ
た
い
。

3�　
「
若
い
時
代
は
あ
っ
と
い
う
ま
に
過
ぎ
去
る
た
め
、
学
問
が
成
就
す
る

の
は
難
し
い
」
と
い
う
意
。「
一
寸
の
光
陰
、
軽
ん
ず
べ
か
ら
ず
。」
と
対

で
用
い
ら
れ
、
時
間
の
大
切
さ
を
伝
え
る
の
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

レ

レ

レ

レ

レ
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少せ
う

年ね
ん

老お

い
易や

す

く
学が

く

成な

り
難が

た

し
。

若
い
人
は
す
ぐ
に
年
を
取
り
、
学
問
が
成
就
す
る
の
は
難
し
い
。

訓
読
と
現
代
語
訳

禍
わ
ざ
は
ひを

転て
ん

じ
て
福ふ

く

と
為な

す
。

災
難
に
う
ま
く
対
処
し
て
、
そ
れ
を
幸
福
に
変
え
て
し
ま
う
。

訓
読
と
現
代
語
訳



【
出
典
】　｢
礼
記
」
学
記

　

�｢

玉
不レ

バ
　

琢カ

、
不　
成サ　

器き
ヲ。

人
不レ

バ
　

学バ

、
不　
知ラ　

道ヲ

。
是ノ

故ニ

古
之
王
者
、
建テ　

国ヲ

君き
み
タ
ル
ニ

　　

民ニ

、
教
学ヲ

為ス　

先さ
き
ト。」

指
導
上
の
注
意
点

１�　

主
語
の
後
に
否
定
語
を
伴
っ
た
条
件
文
が
く
る
構
造
。
レ
点
を
重
ね
て

あ
る
の
で
生
徒
は
複
雑
な
よ
う
に
考
え
る
が
、
読
む
順
序
の
考
え
方
は
前

の
二
つ
と
変
わ
ら
な
い
。
教
え
方
と
し
て
は
、
返
り
点
は
原
則
と
し
て
右

上
の
字
に
効
い
て
い
る
と
教
え
る
と
指
導
し
や
す
い
。

　

�　

本
文
の
読
み
方
は
、「
人
」
を
読
み
、「
不
」
を
読
も
う
と
し
た
ら
返
り

点
が
効
い
て
い
る
。
そ
れ
で
い
っ
た
ん
下
へ
ゆ
き
、「
学
」
に
返
り
点
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
て
「
学
」
を
読
み
、
上
に
戻
っ
て
「
不
」
を
読
む
。

次
は
「
不
」
に
返
り
点
が
あ
る
の
で
下
に
ゆ
く
。「
知
」
に
も
返
り
点
が

あ
る
の
で
さ
ら
に
下
に
ゆ
き
「
道
」
を
読
む
。「
道
」
に
は
返
り
点
が
な

い
た
め
上
に
戻
っ
て
「
知
」
を
読
み
、
さ
ら
に
「
不
」
に
戻
っ
て
読
む
。

　

�　

ま
た
、
本
文
に
は
否
定
語
「
不
」
が
あ
る
が
、「
不
」
は
返
読
文
字

（
動
詞
以
外
で
返
り
点
の
付
く
文
字
）
で
あ
る
。「
ヲ
・
ニ
・
ト
・
ヨ
リ
」

を
付
け
ず
に
返
る
こ
と
に
注
意
さ
せ
る
。

２�　

一
字
ず
つ
の
区
切
り
な
の
で
原
則
と
し
て
全
て
訓
読
み
す
る
。

３�　

人
は
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
物
事
の
道
理
を
心
得
、
才
能
を
発
揮

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
い
う
。
本
例
文
の
後
に
続
く
「
昔
の
聖
王
は

国
を
建
て
、
民
に
君
臨
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
な
ん
と
い
っ
て
も
学

問
と
教
育
を
大
事
に
し
た
」
と
い
う
記
述
も
う
な
づ
け
る
。
学
問
の
目
的

や
教
育
の
方
法
を
説
く
「
礼
記
」
学
記
篇
の
言
葉
で
あ
る
。

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

【
出
典
】　｢

無
門
関
」
六
則

　

｢

懸ケ
テ
　

羊
頭ヲ

、
売ル　

狗
肉ヲ

。」

指
導
上
の
注
意
点

１�　

一
二
点
を
用
い
た
例
文
。
一
二
点
は
二
字
以
上
上
に
返
る
場
合
に
用
い
、

連
続
し
て
上
に
返
る
場
合
に
は
「
…
←
三
←
二
←
一
」
と
用
い
る
こ
と
も

二

一

二

一
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人ひ
と　

学ま
な

ば
ざ
れ
ば
、
道み

ち

を
知し

ら
ず
。

人
は
学
ば
な
け
れ
ば
、
道
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

訓
読
と
現
代
語
訳

羊や
う

頭と
う

を
懸か

け
て
、
狗く

肉に
く

を
売う

る
。

（
肉
屋
が
）
看
板
と
し
て
羊
の
頭
を
掲
げ
て
お
い
て
、
実
際
に
は
犬
の
肉
を
売
る
。

訓
読
と
現
代
語
訳



で
き
る
。
こ
の
例
文
は
単
文
を
二
つ
重
ね
た
形
な
の
で
、「
○　
○
○
、
○　

○
○　
」
と
な
り
、「
〇　
〇
〇
、
〇　
〇
〇　
」
と
は
な
ら
な
い
こ
と
を
理
解

さ
せ
た
い
。（「
二
→
三
」
は
上
へ
返
っ
て
い
な
い
。）「
懸
」
は
二
点
が
効

い
て
い
る
の
で
い
っ
た
ん
下
へ
ゆ
き
、「
羊
頭
」
を
読
ん
で
か
ら
読
む
。

次
も
「
売
」
は
二
点
が
効
い
て
い
る
の
で
い
っ
た
ん
下
へ
ゆ
き
、「
狗
肉
」

を
読
ん
で
か
ら
読
む
。

２�　

こ
の
成
句
に
は
類
句
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
最
も
古
い
も
の
と
し
て
は

「
晏
子
春
秋
」
内
篇
雑
下
の
「
懸ケ

テ
　

牛
首ヲ

于
門ニ

、
而
売ル　

馬
肉ヲ

於
内ニ　

也
」
が

あ
り
、「
牛
首
馬
肉
」
の
よ
う
に
四
字
熟
語
と
し
て
も
用
い
る
。

　

�　
「
羊
・
牛
」
の
肉
（
美
味
な
も
の
）、「
狗
・
馬
」
の
肉
（
そ
れ
に
劣
る

も
の
）
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
成
語
か
を
発
問
し
て
も
よ
い
。

３�　

見
せ
か
け
だ
け
立
派
で
内
容
が
伴
わ
な
い
こ
と
の
例
え
。
肉
を
売
る
と

き
に
は
、
こ
う
し
た
こ
と
が
実
際
に
多
く
見
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
庶
民

に
も
よ
く
分
か
る
生
活
に
根
ざ
し
た
例
え
で
あ
る
。

二

一

二

一

二

一

四

三

二

一

二

一

【
出
典
】　｢

漢
書
」
趙
充
国
伝

　

�｢

百
聞ハ

不　
如カ　

一
見ニ

。
兵ハ

難シ　

隃カ
ニ
　

度リ

。
臣
願ハ

ク
ハ

　

馳セ
テ
　

至リ
テ
　

金
城ニ

、
図シ

テ
　

上ラ
ン
　

方

略ヲ

。」
指
導
上
の
注
意
点

１�　

レ
点
と
一
二
点
の
両
方
を
用
い
る
例
。
返
り
点
は
「
不
如
一
見　
」

の
形
に
は
な
ら
な
い
こ
と
に
注
意
さ
せ
る
。

２�　

｢

不　
如　
Ａ
」
は
「
Ａ
ニ
し
カ
ズ
」
と
読
み
、「
Ａ
に
及
ば
な
い
（
Ａ
の

ほ
う
が
程
度
が
甚
だ
し
い
）」
の
意
。
比
較
を
表
す
。「
如
」
は
、
も
と

「
同
等
で
あ
る
」
の
意
。「
不　
如
」
は
、「
同
等
で
な
い
→
及
ば
な
い
」
の

意
に
な
る
。

３�　

自
分
で
体
験
す
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
、
と
の
例
え
。
活
字
に
頼

っ
た
り
、
人
の
話
を
鵜
呑
み
に
す
る
人
に
対
す
る
戒
め
と
し
て
よ
く
使
わ

れ
る
。

レ

二

一

二

一

二

一

二

一

一

レ

レ

レ
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吾わ
れ　

日ひ

に
吾わ

が
身み

を
三さ

ん

省せ
い

す
。

私
は
一
日
に
何
度
も
わ
が
身
に
つ
い
て
反
省
を
す
る
。

訓
読
と
現
代
語
訳

百ひ
や
く

聞ぶ
ん

は
一い

つ

見け
ん

に
如し

か
ず
。

他
人
か
ら
百
回
聞
く
こ
と
は
、
実
際
に
自
分
の
目
で
一
度
見
る
こ
と
に
及
ば
な
い
。

訓
読
と
現
代
語
訳



【
出
典
】　｢

論
語
」
学
而

　
�｢

曽
子
曰ハ

ク、
吾
日ニ

三
─

省ス

吾ガ

身ヲ

。
為ニ　

人ノ

謀リ
テ

　

而
不ル　

忠ナ
ラ

　

乎
、
与　
朋
友　
交ハ

リ
テ

　

而
不ル　

信ナ
ラ

　

乎
、
伝ヘ

シ
　

不ル
ヲ

　

習ハ

乎
。」

指
導
上
の
注
意
点

１�　

二
字
の
熟
語
に
返
っ
て
読
む
例
。
現
在
で
は
二
字
の
間
に
「
─

」（
ハ
イ

フ
ン
・
竪
点
な
ど
と
い
う
）
の
符
号
を
付
け
る
が
、
こ
れ
は
分
か
り
や
す

さ
の
た
め
に
す
る
こ
と
で
一
般
書
で
は
必
須
の
点
で
は
な
く
、
昔
は
付
け

な
い
場
合
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
高
校
で
の
学
習
や
大
学
入
試
で
は
必
ず

付
け
る
。
三
字
の
熟
語
の
場
合
は
、「
□
─

□
─

□
」
の
よ
う
に
付
け
る
。

２�　

｢

三
た
び
吾
が
身
を
省
み
る
」
と
も
読
む
が
、
こ
こ
で
の
「
三
」
は
具

体
的
数
字
と
い
う
よ
り
「
何
度
も
」
の
意
に
と
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
意

を
生
か
す
た
め
こ
こ
で
は
「
さ
ん
せ
い
ス
」
と
読
ん
だ
。

二

一

レ

レ

二

一

レ

レ

レ

二

【
出
典
】　｢

論
語
」
憲
問

　

｢

君
子ハ

恥ヅ　

其ノ

言
之
過グ

ル
ヲ
　

其ノ

行ヒ
ニ。」

指
導
上
の
注
意
点

１�　

大
枠
が
「
主
語
（
君
子
）
＋
述
語
（
恥
）
＋
目
的
語
（
其
言
之
過
其

行
）」
の
構
造
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
「
目
的
語
」
は
、「
主
語
（
其
言
）
＋
述
語
（
過
）
＋
補
語

（
其
行
）」
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
い
っ
た
ん
「
行
」
か
ら
「
過
」
に
返
り
、

そ
し
て
「
恥
」
に
返
る
。
つ
ま
り
「
三
←
二
←
一
」
と
戻
る
こ
と
に
な
る
。

「
之
」
が
主
語
と
述
語
の
間
に
置
か
れ
る
と
、
文
全
体
が
名
詞
句
と
し
て

扱
わ
れ
る
。

２�　

｢

言
」
の
背
後
に
「
発
言
」
を
想
定
で
き
る
よ
う
に
、「
行
」
の
背
後
に

も
「
行
動
」
と
い
う
熟
語
を
想
定
で
き
る
。「
言
」
だ
け
で
な
く
「
行
」

も
「
こ
う
」
と
音
で
読
む
こ
と
が
可
能
。

３�　

実
践
を
伴
わ
な
い
言
葉
は
吐
く
べ
き
で
な
い
、
と
い
う
言
葉
。「
巧
言

令
色
鮮
し
仁
」
や
「
剛
毅
木
訥
仁
に
近
し
」
と
い
う
言
葉
と
相
通
ず
る

「
論
語
」
の
言
葉
で
あ
る
。

三

二

一
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君く
ん

子し

は
其そ

の
言げ

ん

の
其そ

の
行お

こ
なひ

に
過す

ぐ
る
を
恥は

づ
。

君
子
は
自
分
の
言
葉
が
実
践
を
上
回
っ
て
し
ま
う
の
を
恥
じ
る
。

訓
読
と
現
代
語
訳



【
出
典
】　｢

論
語
」
陽
貨

　

�｢

子
貢
曰ハ

ク、
君
子モ

亦
有ル　

悪ム
コ
ト
　

乎
。
子
曰ハ

ク、
有リ　

悪ム
コ
ト。
悪ム　

称ス
ル
　

人
之
悪ヲ　

者ヲ

。」

指
導
上
の
注
意
点

１�　

一
二
点
を
挟
ん
で
、
上
下
点
で
も
う
一
度
返
っ
て
読
む
例
。
一
二
点
と

上
下
点
と
が
錯
綜
す
る
（「
下
…
二
…
上
…
一
」）
こ
と
は
な
く
、
必
ず

「
下
…
二
…
一
（
…
中
）
…
上
」
の
よ
う
に
「
一
二
」
を
「
上
（
中
）
下
」

が
大
き
く
包
み
こ
む
形
に
な
る
。

２�　

｢

之
」
は
日
本
語
の
助
詞
（
連
体
修
飾
）
に
当
た
る
の
で
平
仮
名
書
き

す
る
。「
悪
」
は
、「
わ
る
い
」
の
意
の
と
き
の
音
は
「
ア
ク
」、「
に
く

む
」
意
の
と
き
の
音
は
「
オ
」。「
称
」
は
、
わ
ざ
と
言
い
立
て
る
意
。

３�　

人
の
欠
点
を
あ
れ
こ
れ
言
う
な
、
と
い
う
言
辞
は
「
論
語
」
の
各
所
に

見
ら
れ
る
。

レ

レ

下

二

一

上

【
出
典
】　｢

論
語
」
衛
霊
公

　

｢

子
曰ハ

ク、
君
子ハ

不　
以テ　

言ヲ

挙ゲ　

人ヲ

。
不　
以テ　

人ヲ

廃セ　

言ヲ

。」

指
導
上
の
注
意
点

１�　

点
の
例
。「
ま
ず
レ
点
に
従
っ
て
一
字
上
に
返
り
、
次
に
一
二
点
に

従
っ
て
読
む
」
と
い
う
こ
と
は
、
送
り
仮
名
も
含
め
次
の
よ
う
な
順
番
で

読
む
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
①
君　
②
子ハ　
⑦
不　
④
以テ　
③
言ヲ　
⑥
挙ゲ　
⑤
人ヲ

。

　

�　

生
徒
に
返
り
点
・
送
り
仮
名
を
付
け
る
練
習
を
課
す
場
合
に
は
、
こ
の

よ
う
に
返
り
点
の
種
々
の
パ
タ
ー
ン
に
注
意
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

２�　

｢

君
子
」
は
、
こ
こ
で
の
意
味
の
ほ
か
、
学
徳
あ
る
立
派
な
人
の
意
に

も
用
い
る
。
対
義
語
は
「
小
人
」。「
以
」
は
、
原
因
・
理
由
・
方
法
・
手

段
等
を
表
す
の
に
広
く
用
い
る
語
。

３�　

君
子
は
、
人
物
と
そ
の
人
の
言
う
言
葉
の
内
容
の
双
方
を
見
て
人
を
判

断
す
る
、
と
い
う
こ
と
。
情
に
ほ
だ
さ
れ
ず
に
人
を
判
断
す
る
こ
と
は
、

な
か
な
か
難
し
い
。

二

レ

一レ

二

レ

一レ

二

レ

一レ
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人ひ
と

の
悪あ

く

を
称し

よ
うす
る
者も

の

を
悪に

く

む
。

他
人
の
悪
い
点
を
言
い
立
て
る
者
を
憎
む
。

訓
読
と
現
代
語
訳

君く
ん

子し

は
言げ

ん

を
以も

つ

て
人ひ

と

を
挙あ

げ
ず
。
人ひ

と

を
以も

つ

て
言げ

ん

を
廃は

い

せ
ず
。

優
れ
た
為
政
者
は
、
立
派
な
こ
と
を
言
う
人
が
い
て
も
そ
の
言
葉
だ
け
で
登
用
し
た
り
し
な
い
。
そ

の
人
が
立
派
で
な
い
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
人
の
言
葉
ま
で
切
り
捨
て
る
こ
と
は
な
い
。

訓
読
と
現
代
語
訳



【
出
典
】　

西
郷
隆
盛
「
偶
成
」

　

�｢

幾タ
ビ
カ

　

歴テ　

辛
酸ヲ　

志
始メ

テ
　

堅シ

、
丈
夫
玉
砕
恥ヅ　

甎
全ヲ

、
一
家ノ

遺
事
人
知ル

ヤ
　

否ヤ

、

不　
為ニ　

児
孫ノ　

買ハ　

美
田ヲ

。」

指
導
上
の
注
意
点

１�　

上
中
下
点
を
用
い
た
例
。「
一
二
点
」
を
挟
ん
で
下
か
ら
二
か
所
に
返

る
形
。
も
し
、
さ
ら
に
も
う
一
か
所
上
に
返
る
こ
と
に
な
れ
ば
「
上
下

点
」
で
は
間
に
合
わ
な
い
の
で
、「
甲
乙
点
」
を
使
う
。

２�　

｢

子
孫
」
で
は
な
く
、「
児
孫
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
。

３�　

作
者
西
郷
隆
盛
は
、
明
治
維
新
の
功
臣
。
辛
苦
に
耐
え
る
こ
と
こ
そ
が

人
を
鍛
え
る
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
子
孫
に
財
産
を
残
し
た
り
せ
ず
、
あ

え
て
苦
労
さ
せ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

二

一

二

一

下

二

一

中

上

▼�

置
き
字　

漢
語
の
主
な
分
類
に
①
実
字
（
名
詞
）・
虚
字
（
動
詞
や
形
容

詞
・
形
容
動
詞
）・
助
字
（
そ
れ
以
外
の
も
の
）
の
三
分
類
と
②
実
字

（
名
詞
・
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
）・
虚
字
（
そ
れ
以
外
の
も
の
）
の

二
分
類
と
が
あ
る
。
高
校
の
学
習
で
は
①
の
助
字
や
②
の
虚
字
に
当
た
る

も
の
を
「
助
字
」（
助
辞
）
と
呼
ん
で
い
る
。
漢
文
読
解
に
は
こ
の
「
助

字
」
の
知
識
が
欠
か
せ
な
い
。
江
戸
期
の
名
だ
た
る
漢
学
者
も
「
助
字
」

に
つ
い
て
の
著
述
に
は
精
魂
を
傾
け
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
助
字
」
の
理

解
が
漢
文
の
読
解
力
を
左
右
す
る
ほ
ど
重
要
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

�　

さ
ら
に
細
か
に
見
て
み
る
と
「
助
字
」
の
中
で
も
訓
読
す
る
と
き
に
は

読
ま
な
い
字
が
あ
る
。
そ
れ
を
「
置
き
字
」
と
い
う
。
中
国
語
で
読
む
と

き
に
は
き
ち
ん
と
読
む
の
で
一
定
の
意
味
を
持
つ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。｢

置
き
字
」
は
そ
の
前
後
の
送
り
仮
名
に
反
映
さ
れ
た
り
、
訓
読
の

読
み
に
な
じ
ま
な
か
っ
た
り
す
る
た
め
に
読
ま
れ
な
い
だ
け
で
あ
っ
て
、

決
し
て
軽
視
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
置
き
字
は
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ

る
。

　

①
前
置
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
も
の　
　

於
・
于
・
乎

　

②
接
続
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
も
の　
　

而

　

③
文
末
に
用
い
ら
れ
る
も
の　
　
　
　

矣
・
焉
・
兮
（
・
也
）

　
�　

た
だ
し
、
右
に
あ
げ
た
の
は
用
法
の
概
略
で
、
こ
れ
ら
の
語
も
場
合
に

よ
っ
て
は
接
続
詞
や
疑
問
詞
と
し
て
読
む
場
合
が
あ
る
。
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児じ

孫そ
ん

の
為た

め

に
美び

田で
ん

を
買か

は
ず
。

子
孫
に
よ
く
肥
え
た
田
畑
を
買
い
残
し
た
り
し
な
い
。

訓
読
と
現
代
語
訳



【
出
典
】　｢
孔
子
家
語
」
六
本

　

�｢

孔
子
曰ハ

ク、
良
薬ハ

苦ケ
レ
ド
モ

　
　

於
口ニ　

而
利ア

リ
　

於
病ニ

。
忠
言ハ

逆ヘ
ド
モ
　

於
耳ニ　

而
利ア

リ
　

於

行ヒ
ニ。」

指
導
上
の
注
意
点

１�　

前
置
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
置
き
字
の
文
例
。「
於
…
」
は
動
詞
の
前
に

置
か
れ
た
場
合
、「（
…
に
）
於
い
て
」
と
読
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
動

詞
の
後
に
置
か
れ
た
場
合
は
置
き
字
と
し
て
扱
わ
れ
、
読
ま
れ
な
い
こ
と

が
多
い
。
置
き
字
の
場
合
、「
於
」
は
読
ま
れ
な
い
が
、
そ
の
ニ
ュ
ア
ン

ス
は
「
於
」
の
あ
と
に
置
か
れ
る
語
の
送
り
仮
名
（「
に
・
よ
り
・
よ
り

も
・
を
」）
に
表
れ
、
動
作
の
行
わ
れ
る
場
所
や
時
間
、
動
作
の
起
点
や

対
象
、
比
較
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
を
表
す
が
、
基
本
的
に
は
、「
…
に

つ
い
て
」「
～
の
上
で
」「
＝
と
い
う
場
で
」
と
い
う
語
感
の
言
葉
で
あ
る
。

「
于
」
や
「
乎
」
も
「
於
」
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
。

2�　

こ
の
文
に
お
い
て
「
於
」
の
意
味
は
、
そ
の
あ
と
に
置
か
れ
た
「
口
」

の
送
り
仮
名
（
…
に
）
に
表
れ
て
お
り
、「
動
作
の
対
象
」
を
表
す
。

「
於
」
を
英
語
の
「to

」
と
考
え
る
と
意
味
を
取
り
や
す
い
。

3�　

自
分
に
対
す
る
忠
告
は
聞
き
入
れ
に
く
い
も
の
だ
が
、
た
め
に
な
る
も

の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
例
え
た
も
の
。

二

一

二

一

二

一

二

一

【
出
典
】　
「
荀
子
」
勧
学

　

�

君
子
曰ハ

ク、「
学ハ

不　
可カ

ラ
　

以テ

已ム

。」
青ハ

取リ
テ
　

之ヲ

於
藍ヨ

リ、
而
青ク　

於
藍ヨ

リ
モ、
冰ハ

水
為シ

テ
　

之ヲ

、
而
寒タ

シ
　

於
水ヨ

リ
モ。

指
導
上
の
注
意
点

1�　

前
置
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
置
き
字
の
文
例
。「
於
…
」
は
動
詞
の
前
に

置
か
れ
た
場
合
、「（
…
に
）
於
い
て
」
と
読
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
動

詞
の
後
に
置
か
れ
た
場
合
は
置
き
字
と
し
て
扱
わ
れ
、
読
ま
れ
な
い
こ
と

が
多
い
。
置
き
字
の
場
合
、「
於
」
は
読
ま
れ
な
い
が
、
そ
の
ニ
ュ
ア
ン

ス
は
「
於
」
の
あ
と
に
来
る
単
語
の
送
り
仮
名
（「
に
・
よ
り
・
よ
り

も
・
を
」）
に
表
れ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
教
え
た
い
。

2�　

こ
の
文
に
お
い
て
「
於
」
の
意
味
は
、
そ
の
あ
と
に
置
か
れ
た
「
藍
」

レ

二

一

二

一

二

一

レ

二

一
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良り
や
う

薬や
く

は
口く

ち

に
苦に

が

し
。

病
気
に
よ
く
効
く
薬
は
口
に
苦
く
感
じ
る
も
の
で
あ
る
。

訓
読
と
現
代
語
訳

青あ
を

は
之こ

れ

を
藍あ

ゐ

よ
り
取と

る
。

青
の
染
料
は
藍
の
草
か
ら
取
り
出
す
。

訓
読
と
現
代
語
訳



の
送
り
仮
名
（
…
よ
り
）
に
表
れ
て
お
り
、「
動
作
の
起
点
」
を
表
す
。

「
於
」
を
英
語
の
「from

」
と
考
え
る
と
意
味
を
取
り
や
す
い
。

3�　

文
字
通
り
解
釈
す
れ
ば
、
青
と
い
う
染
料
は
、
藍
と
い
う
草
か
ら
抽
出

す
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
く
「
藍
よ
り
も
青
し
」
と
と
も

に
、「
弟
子
が
師
よ
り
も
優
れ
た
も
の
と
な
る
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら

れ
、「
出
藍
の
誉
れ
」
と
い
う
成
語
に
も
な
っ
て
い
る
。

【
出
典
】　
「
中
庸
」

　

�

在リ　

下
位ニ　

不レ
バ
　

獲ラ
レ
　

乎
上ニ

、
民
不　
可カ

ラ
　

得テ

而
治ム　

矣
。
獲ラ

ル
ル
ニ

　　

乎
上ニ　

有リ　

道
。

不レ
バ

　

信ゼ
ラ
レ

　

乎
朋
友ニ

、
不　
獲ラ

レ
　

乎
上ニ　

矣
。
信ゼ

ラ
ル
ル
ニ

　　
　

乎
朋
友ニ　

有リ　

道
。
不レ

バ
　

順ナ
ラ

　

乎
親ニ

、
不　
信ゼ

ラ
レ

　

乎
朋
友ニ　

矣
。
順ナ

ル
ニ

　

乎
親ニ　

有リ　

道
。
反シ

テ
　

諸ヲ

身ニ　

不レ
バ

　

誠ナ
ラ、

不　
順ナ

ラ
　

乎
親ニ　

矣
。
誠ニ

ス
ル
ニ

　　

身ヲ

有リ　

道
。
不レ

バ
　

明ラ
カ
ナ
ラ

　　

乎
善ニ

、
不　
誠ナ

ラ
　

乎
身ニ　

矣
。

指
導
上
の
注
意
点

1�　

前
置
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
置
き
字
の
文
例
。「
於
…
」
は
動
詞
の
前
に

置
か
れ
た
場
合
、「（
…
に
）
於
い
て
」
と
読
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
動

詞
の
後
に
置
か
れ
た
場
合
は
置
き
字
と
し
て
扱
わ
れ
、
読
ま
れ
な
い
こ
と

が
多
い
。
置
き
字
の
場
合
、「
於
」
は
読
ま
れ
な
い
が
、
そ
の
ニ
ュ
ア
ン

ス
は
「
於
」
の
あ
と
に
来
る
単
語
の
送
り
仮
名
（「
に
・
よ
り
・
よ
り

も
・
を
」）
に
表
れ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
教
え
た
い
。

2�　

こ
の
例
文
に
お
い
て
「
於
」
の
意
味
は
、
そ
の
あ
と
に
置
か
れ
た
「
朋

友
」
の
送
り
仮
名
（
…
に
）
と
、
前
に
置
か
れ
た
「
信
」
の
送
り
仮
名

（
…
ら
れ
）
に
表
れ
て
お
り
、「
受
身
」
を
表
す
。「
於
」
を
英
語
の
受
動

態
で
用
い
ら
れ
る
「by

」
と
考
え
る
と
意
味
を
取
り
や
す
い
。

3�　

為
政
者
と
な
る
た
め
に
上
の
者
に
信
頼
さ
れ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
を
説
い
た
文
の
一
節
。
元
の
文
で
は
、「
友
人
に
信
用
さ
れ
な
い
な
ら

ば
、
上
の
者
に
取
り
立
て
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。」
と
あ
る
。

二

一

レ

二

一

レ

二

一

二

一

レ

レ

二

一

レ

二

一

二

一

レ

レ

二

一

レ

二

一

二

一

レ

二

一

レ

レ

二

一

レ

レ

レ

二

一

レ

二

一

【
出
典
】　｢

論
語
」
衛
霊
公

　

�｢

子
曰ハ

ク、
過チ

テ
　

而
不ル　

改メ

、
是ヲ

謂フ　

過チ
ト

　

矣
。」

レ

レ
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朋ほ
う

友い
う

に
信し

ん

ぜ
ら
れ
ず
。

友
人
に
信
用
さ
れ
な
い
。

訓
読
と
現
代
語
訳

過あ
や
まち
て
改あ

ら
ため
ざ
る
、
是こ

れ

を
過あ

や
まち
と
謂い

ふ
。

過
失
を
犯
し
た
こ
と
に
気
づ
き
な
が
ら
、
そ
れ
を
改
め
な
い
こ
と
こ
そ
が
本
当
の
過
失
だ
。

訓
読
と
現
代
語
訳



【
出
典
】　
「
大
学
」
伝
七
章

　

�

心
不レ

バ
　

在ラ　

焉ニ

、
視レ

ド
モ

　

而
不　
見エ

、
聴ケ

ド
モ

　

而
不　
聞コ

エ、
食ヘ

ド
モ

　

而
不　
知ラ　

其ノ

味ヲ

。

指
導
上
の
注
意
点

1�　
「
而
」
は
接
続
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
置
き
字
。
こ
の
例
文
で
は
置
き
字

と
し
て
扱
い
読
ん
で
い
な
い
が
、「
而
し
て
」（
そ
し
て
・
順
接
）、「
而
る

に
・
而
も
・
而
れ
ど
も
」（
し
か
し
・
逆
接
）
な
ど
と
読
む
場
合
も
あ
る
。

読
む
場
合
は
置
き
字
と
は
い
わ
な
い
。

2�　
「
而
」
は
前
後
を
つ
な
げ
る
接
続
詞
。
前
後
の
文
脈
か
ら
順
接
・
逆
接

ど
ち
ら
の
意
味
も
表
す
。「
而
」
の
も
つ
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
、「
而
」
の
前
で

最
後
に
読
ま
れ
る
語
の
送
り
仮
名
と
し
て
表
さ
れ
る
。
こ
の
例
文
で
は

「
…
〈
連
体
形
〉
モ
」「
…
〈
已
然
形
〉
ド
モ
」
と
読
ま
れ
て
お
り
、
逆
接

の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
表
し
て
い
る
。

3�　
「
焉
」
は
文
末
に
置
か
れ
た
場
合
は
断
定
の
語
気
を
表
す
置
き
字
と
判

断
し
て
読
ま
れ
な
い
こ
と
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
存
在
を
表
す
動
詞

「
在
」
の
補
語
と
し
て
「
こ
こ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。

4�　
「
助
動
詞
『
ず
』
の
已
然
形
＋
ば
」
を
仮
定
条
件
〈
…
な
ら
ば
〉
と
し

て
解
釈
し
て
い
る
が
、
古
文
で
学
ん
で
い
る
文
語
文
法
だ
と
確
定
条
件

〈
…
の
で
〉
と
訳
す
た
め
、
違
和
感
を
抱
く
生
徒
も
い
る
だ
ろ
う
。
漢
文

訓
読
に
は
上
代
か
ら
近
世
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の
文
法
が
残
っ
て
い

る
た
め
、「
已
然
形
＋
ば
」
を
仮
定
条
件
・
確
定
条
件
の
ど
ち
ら
で
解
釈

す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
、
と
い
う
の
は
生
徒
と
共
有
し
た
い
。
文
語
文
法

に
お
け
る
已
然
形
は
、
口
語
文
法
で
は
仮
定
形
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、

合
わ
せ
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

レ

レ

レ

レ

レ

二

一

指
導
上
の
注
意
点

１�　
「
而
」
は
接
続
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
置
き
字
。
こ
の
例
文
で
は
置
き
字

と
し
て
扱
い
読
ん
で
い
な
い
が
、「
而
し
て
」（
そ
し
て
・
順
接
）、「
而
る

に
・
而
も
・
而
れ
ど
も
」（
し
か
し
・
逆
接
）
な
ど
と
読
む
場
合
も
あ
る
。

読
む
場
合
は
置
き
字
と
は
い
わ
な
い
。

2�　
「
而
」
は
前
後
を
つ
な
げ
る
接
続
詞
。
前
後
の
文
脈
か
ら
順
接
・
逆
接

ど
ち
ら
の
意
味
も
表
す
。「
而
」
の
も
つ
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
、「
而
」
の
前
で

最
後
に
読
ま
れ
る
語
の
送
り
仮
名
と
し
て
表
さ
れ
る
。
こ
の
例
文
で
は

「
…
〈
動
詞
の
連
用
形
〉
テ
」「
…
〈
形
容
詞
・
形
容
動
詞
・
助
動
詞
の
連

用
形
〉
シ
テ
」
と
読
ま
れ
て
お
り
、
順
接
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
表
し
て
い
る
。

3�　
「
矣
」
は
文
末
に
用
い
ら
れ
る
置
き
字
。
書
き
手
の
強
く
言
い
切
る
気

持
ち
（
断
定
の
語
気
）
を
表
す
。

4�　

誰
で
も
過
ち
を
犯
す
。
そ
れ
を
改
め
な
い
の
が
い
け
な
い
、
と
説
く
。

過
ち
を
合
理
化
し
て
し
ま
う
現
象
は
古
今
東
西
よ
く
見
ら
れ
る
。

d_0101_01_02_nyumon_kyozai

明治書院「精選　言語文化」指導資料R4
漢文編　単元 1　「訓読の世界」教材の詳細● 16

心こ
こ
ろ

焉こ
こ

に
在あ

ら
ざ
れ
ば
、
視み

れ
ど
も
見み

え
ず
。

目
の
前
の
こ
と
に
集
中
で
き
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
見
て
も
目
に
入
っ
て
こ
な
い
。

訓
読
と
現
代
語
訳



5�　

上
の
空
で
は
見
て
も
見
え
な
い
、
つ
ま
り
何
事
も
心
が
正
し
く
な
け
れ

ば
、
正
し
い
判
断
や
行
動
が
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ
た
も
の
。

　

�　
「
視
」
は
「
み
よ
う
と
し
て
み
る
」
の
意
味
で
、「
見
」
は
「
み
え
る
」

の
意
味
。
英
語
の
「w

atch

」
と
「see

」
と
考
え
る
と
よ
い
。

【
出
典
】　
「
論
語
」
述
而

　

�

子
曰ハ

ク、「
三
人
行ヘ

バ、
必ズ

有リ　

我ガ

師　
焉
。
択ビ

テ
　

其ノ

善ナ
ル

　

者ヲ　

而
従ヒ　

之ニ

、
其ノ

不
善ナ

ル
　

者ニ
シ
テ

　

而
改ム　

之ヲ

。」

指
導
上
の
注
意
点

1�　

文
末
に
用
い
ら
れ
る
置
き
字
の
文
例
。「
焉
」
は
断
定
の
語
気
を
表
す

置
き
字
と
し
て
扱
い
、
読
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
表

す
送
り
仮
名
を
前
後
に
送
る
こ
と
も
難
し
く
、
訳
出
も
し
に
く
い
。

2�　
「
焉
」
は
前
の
例
文
で
「
こ
こ
」
と
い
う
代
名
詞
の
読
み
方
が
示
さ
れ

て
い
る
。
他
に
も
理
由
を
尋
ね
る
疑
問
詞
と
し
て
「
い
づ
ク
ン
ゾ
」
と
読

む
場
合
も
あ
り
、
こ
の
あ
と
の
再
読
文
字
の
例
文
で
登
場
す
る
。

3�　
「
三
人
」
は
文
字
通
り
「
三
人
」
と
す
る
解
釈
も
あ
る
が
、「
三
」
は
多

数
の
意
味
を
表
す
こ
と
が
多
い
の
で
、「
何
人
も
」
と
解
釈
し
た
。

4�　

何
人
か
で
行
動
す
る
と
、
か
な
ら
ず
そ
の
中
に
は
自
分
の
師
と
す
べ
き

人
物
が
い
る
、
と
い
う
意
味
。「
行
」
は
「
行
け
ば
」
と
読
ん
で
「
連
れ

立
っ
て
い
け
ば
」
と
す
る
も
の
も
あ
る
。

二

一

二

一

レ

レ

▼�

再
読
文
字　

再
読
文
字
の
指
導
で
ま
ず
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
再
読
と
い

う
現
象
は
、
訓
読
す
る
に
あ
た
っ
て
生
じ
て
き
た
便
宜
的
な
技
術
な
の
で

あ
っ
て
、
も
と
も
と
の
漢
字
自
体
に
な
に
か
特
別
な
意
味
や
機
能
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
の
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。「
日
本
語
の
副
詞
と
助
動
詞
の

意
味
を
兼
ね
備
え
た
文
字
」
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

こ
れ
も
そ
の
漢
字
に
他
と
区
別
さ
れ
る
複
雑
な
意
味
合
い
が
あ
る
か
の
ご

と
き
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
の
で
、
賛
成
し
難
い
。
再
読
と
い
う
こ
と
は
、

あ
く
ま
で
そ
の
字
の
字
義
を
で
き
る
だ
け
正
確
に
汲
み
尽
く
そ
う
と
し
て
、

訓
読
の
技
術
上
結
果
的
に
起
こ
っ
て
き
た
こ
と
な
の
で
あ
っ
て
、
も
と
の

漢
字
自
体
に
特
別
の
意
味
合
い
が
あ
っ
て
起
こ
っ
た
こ
と
で
は
な
い
の
で

あ
る
。

　
�　

で
は
な
ぜ
特
定
の
文
字
に
つ
い
て
だ
け
再
読
法
が
固
定
し
た
の
か
と
い

う
と
、
こ
れ
ら
の
文
字
に
は
い
ず
れ
も
意
味
の
き
わ
め
て
接
近
し
た
文
字

が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
と
の
区
別
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
が
一
つ
あ
る
。
例
え
ば
、「
将
」（
ま
さ
ニ
…
（
ン
ト
）
す
）
は
事
柄

の
う
え
で
「
…
し
か
か
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
語
だ
が
、
こ
れ
は
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三さ
ん

人に
ん

行お
こ
なへ

ば
、
必か

な
らず

我わ

が
師し

有あ

り
。

何
人
か
で
行
動
す
る
と
、
必
ず
そ
の
中
に
自
分
の
師
と
す
べ
き
人
が
い
る
。

訓
読
と
現
代
語
訳



【
出
典
】　｢

論
語
」
先
進

　

�｢

曰ハ
ク

　

敢ヘ
テ

　

問フ　

死ヲ

。
曰ハ

ク
　

未ダ　

知ラ　

生ヲ

、
焉ク

ン
ゾ

　

知ラ
ン
ヤ

　

死ヲ

。」

指
導
上
の
注
意
点

１�　

再
読
文
字
と
し
て
最
も
よ
く
見
か
け
る
「
未
」
を
使
っ
た
形
。
再
読
文

字
と
い
う
言
い
方
は
、
返
読
文
字
と
同
じ
よ
う
に
日
本
人
が
訓
読
す
る
上

で
気
を
つ
け
る
べ
き
文
字
を
ま
と
め
て
名
付
け
た
名
称
で
あ
り
、
再
読
文

字
、
と
い
う
文
字
が
元
か
ら
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
訓
読
の
過
程
で

二
度
読
ま
な
い
と
意
味
が
取
り
に
く
い
文
字
を
ま
と
め
て
再
読
文
字
と
呼

ん
で
い
る
に
す
ぎ
ず
、
中
国
語
で
は
一
度
し
か
読
ま
な
い
。

2�　

再
読
文
字
の
「
い
ま
ダ
…
ず
」
な
ど
と
い
う
読
み
は
決
ま
っ
た
読
み
な

の
で
、
Ｐ
一
二
三
の
下
段
の
表
を
用
い
て
他
の
再
読
文
字
の
読
み
と
一
緒

に
覚
え
て
お
く
と
よ
い
。
ま
た
、
読
み
を
細
か
に
見
て
い
く
と
、「
未
」

（
い
ま
ダ
…
ず
）
の
二
度
目
の
読
み
は
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
な
の
で
、

そ
の
直
前
の
用
言
は
未
然
形
で
読
む
必
要
が
あ
る
。
漢
文
を
読
む
こ
と
は
、

文
語
文
法
を
身
に
つ
け
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
る
と
よ

い
。

３�　

孔
子
が
弟
子
に
「
死
」
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
て
応
え
た
言
葉
で
あ
る
。

ま
ず
は
し
っ
か
り
生
き
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
孔
子
の
現
実
主
義

が
伺
え
る
。

レ

レ

レ

レ

「
欲
」（
…
ン
ト
ほ
っ
ス
）
が
、
も
と
も
と
は
心
の
う
え
で
「
…
し
よ
う
と

思
い
立
つ
」
と
あ
る
の
と
を
区
別
し
よ
う
と
し
て
再
読
し
、「
如
」
が
状

態
や
外
見
の
類
似
を
い
う
の
に
対
し
て
、「
猶
」
は
理
屈
の
う
え
で
の
類

似
を
い
う
の
で
再
読
し
て
区
別
す
る
―
と
い
っ
た
よ
う
な
具
合
で
あ
る
。

「
不
」
に
対
す
る
「
未
」、「
当
」「
宜
」「
須
」
相
互
の
関
係
な
ど
の
例
も

同
様
で
あ
る
。

　

�　

ま
た
、「
当
応
」（
当
ニ
…
応
シ
）
や
「
猶
如
」（
猶
ホ
…
如
シ
）
の
よ

う
な
連
用
の
語
法
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
一
字
一
字
を
落
と
さ
ず
訓
読
し
よ

う
と
す
る
こ
と
か
ら
習
慣
化
し
て
、「
当
」「
猶
」
一
字
だ
け
の
場
合
も
再

読
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
。

d_0101_01_02_nyumon_kyozai

明治書院「精選　言語文化」指導資料R4
漢文編　単元 1　「訓読の世界」教材の詳細● 18

未い
ま

だ
生せ

い

を
知し

ら
ず
、
焉い

づ

く
ん
ぞ
死し

を
知し

ら
ん
や
。

ま
だ
生
も
分
か
ら
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
死
が
分
か
る
だ
ろ
う
か
（
い
や
分
か
ら
な
い
）。

訓
読
と
現
代
語
訳

老お

い
の
将ま

さ

に
至い

た

ら
ん
と
す
る
を
知し

ら
ず
。

老
い
が
や
っ
て
来
る
こ
と
に
も
気
が
つ
か
な
い
。

訓
読
と
現
代
語
訳



【
出
典
】　｢

論
語
」
述
而

　
�｢

其ノ

為リ　

人ト

也や

、
発シ

テ
　

憤リ
ヲ
　

忘レ　

食ヲ

、
楽シ

ミ
テ
　

以テ

忘レ　

憂ヒ
ヲ、

不ル　

知ラ　

老イ
ノ
　

将ニ　

至ラ
ン
ト
　

云の

爾み

。」
指
導
上
の
注
意
点

1�　

再
読
文
字
「
将
」
を
用
い
た
例
文
。
こ
の
文
字
は
「
ま
さ
ニ
…
す
」
と

覚
え
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
が
、「
将
至
（
将
に
至
ら
ん
と
す
）」
の
よ
う
に

「
す
」
の
直
前
に
は
「
ン
ト
」
が
送
ら
れ
る
た
め
、「
ま
さ
ニ
…
（
ン
ト
）

す
」
と
覚
え
さ
せ
る
と
よ
い
。「
ン
」
は
意
志
を
表
す
「
む
」
で
あ
り
、

漢
文
で
は
「
ム
」
と
表
記
せ
ず
、
撥
音
便
で
「
ン
」
と
表
記
す
る
。（
古

田
島
洋
介
『
こ
れ
な
ら
わ
か
る
漢
文
の
送
り
仮
名
』
新
典
社
Ｐ
一
二
三
）

2�　

本
例
文
は
、
再
読
文
字
「
将
」
を
読
ん
で
か
ら
さ
ら
に
上
に
返
る
と
い

う
構
造
に
な
っ
て
い
る
た
め
、「

点
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「

点
」

は
、
ま
ず
レ
点
に
従
っ
て
レ
点
を
挟
ん
だ
下
の
文
字
か
ら
上
の
文
字
に
返

り
、
次
に
一
点
に
従
っ
て
二
点
の
つ
い
た
文
字
に
返
る
。

3�　
「
老
」
は
名
詞
な
の
で
、「
老
イ
」
と
送
り
仮
名
を
送
ら
ず
、「
老
」
と

す
る
場
合
も
あ
る
。

4�　

文
構
造
と
し
て
は
「
知
」
の
前
に
省
略
さ
れ
た
主
語
が
あ
り
、
述
語

「
知
」
の
後
に
目
的
語
と
し
て
名
詞
句
「
老
将
至
」
が
置
か
れ
て
い
る
、

と
い
う
構
造
。
名
詞
句
「
老
将
至
」
の
構
造
も
「
主
語
（
老
）
＋
修
飾
語

（
将
）
＋
述
語
（
至
）」
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
名
詞
句
の
主
語
に

は
送
り
仮
名
と
し
て
「
ノ
」
を
送
る
こ
と
が
一
般
的
だ
が
、
こ
こ
で
も
そ

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
名
詞
句
は
「
知
」
の
目
的
語
な
の
で
、

「
ま
さ
ニ
…
ン
ト
す
」
の
文
末
が
連
体
形
で
読
ま
れ
、
さ
ら
に
目
的
語
に

送
ら
れ
る
送
り
仮
名
「
ヲ
」
が
送
ら
れ
て
い
る
。

５�　

孔
子
が
、
自
分
の
こ
と
を
語
っ
た
言
葉
で
あ
る
。「
学
」
や
「
道
」
に

熱
中
し
、「
老
い
が
忍
び
寄
る
の
も
気
が
つ
か
な
い
」、
そ
れ
が
私
だ
と
。

レ

レ

レ

レ

レ

二

ル
ヲ一レ

【
出
典
】　

陶
潜
「
雑
詩
・
其
一
」

　

�｢

盛
年
不　
重ネ

テ
ハ
　

来タ
ラ、
一
日
難シ　

再ビ
ハ
　

晨ナ
リ、
及ン

デ
　

時ニ

当ニ　

勉
励ス

、
歳
月ハ

不　
待タ　

人ヲ

。」
指
導
上
の
注
意
点

1�　

再
読
文
字
「
当
」
を
使
っ
た
例
文
。
こ
の
文
字
は
「
ま
さ
ニ
…
べ
シ
」

と
読
ん
で
「（
当
然
）
…
す
べ
き
だ
・
…
の
は
ず
だ
・
…
に
違
い
な
い
」

の
意
。
原
義
は
「
あ
た
る
」。
物
事
の
道
理
に
ぴ
っ
た
り
当
た
る
、
と
い

う
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
な
意
味
に
な
る
。
二
度
目
の
読
み
方
「
べ
シ
」
は

活
用
語
尾
を
送
る
と
い
う
送
り
仮
名
の
原
則
に
従
っ
て
、「
シ
」
を
送
る
。

2�　
「
勉
励
」
は
「
勉
強
」
と
類
似
の
語
。「
無
理
を
し
て
つ
と
め
は
げ
む
」

意
で
あ
る
。

二

一

二

一

レ

シ
二

一

レ

レ

一
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時と
き

に
及お

よ

ん
で
当ま

さ

に
勉べ

ん

励れ
い

す
べ
し
。

な
す
べ
き
と
き
に
励
む
べ
き
で
あ
る
。

訓
読
と
現
代
語
訳



【
出
典
】　｢

論
語
」
先
進

　

�｢

子
貢
問フ

、
師ト

与　
商
也
孰レ

カ
　

賢レ
ル

｡
子
曰ハ

ク、
師
也
過ギ

タ
リ、

商
也
不　
及バ

。
曰ハ

ク、
然ラ

バ
　

則チ

師ヤ

愈レ
ル
　

歟
。
子
曰ハ

ク、
過ギ

タ
ル
ハ

　
　

猶ホ

不ル
ガ
　

及バ

。」

指
導
上
の
注
意
点

1�　

再
読
文
字
「
猶
」
は
「
な
ホ
…
ご
と
シ
」
と
読
む
が
、
似
た
よ
う
な
意

味
を
持
つ
文
字
に
「
如
・
若
」
が
あ
る
。「
如
・
若
」
が
単
な
る
相
似
・

同
一
を
い
う
の
に
対
し
て
、「
猶
」
は
「
実
際
に
は
違
う
の
だ
が
、
例
え

て
い
え
ば
こ
ん
な
よ
う
な
も
の
だ
」
と
い
う
意
味
を
も
ち
、
そ
の
ニ
ュ
ア

ン
ス
を
伝
え
る
た
め
に
再
読
さ
れ
て
い
る
。
訳
出
す
る
際
に
「
ち
ょ
う

ど
」
と
入
れ
る
の
も
同
じ
理
由
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
例
文
も
、「
過
」
と

「
不
及
」
と
は
正
反
対
の
こ
と
だ
が
、
例
え
て
い
え
ば
同
じ
よ
う
な
も
の

だ
、
と
い
っ
て
い
る
。

2�　
「
ご
と
し
」
に
接
続
す
る
場
合
、
名
詞
で
あ
れ
ば
「
…
ノ
」
と
な
り
、

動
詞
や
助
動
詞
な
ど
活
用
す
る
語
で
あ
れ
ば
「
連
体
形
＋
ガ
」
と
な
る
点

に
注
意
す
る
。「
ず
」
の
連
体
形
は
「
ぬ
・
ざ
る
」
が
あ
る
が
、
漢
文
で

は
「
ぬ
・
ね
」
の
活
用
は
用
い
な
い
こ
と
も
合
わ
せ
て
指
導
し
て
お
き
た

い
。

３�　

ち
ょ
う
ど
よ
い
こ
と
の
難
し
さ
を
い
う
。
及
ば
な
い
こ
と
の
非
は
分
か

り
や
す
い
が
、
過
ぎ
る
こ
と
の
非
は
な
か
な
か
理
解
さ
れ
に
く
い
。

レ

レ

シ

レ

【
出
典
】　
「
孟
子
」
離
婁
章
句
上

　

�

是ヲ

以テ

惟ダ

仁
者ノ

ミ
　

宜シ
ク
　

在ル　

高
位ニ

。
不
仁ニ

シ
テ

　

而
在ル

ハ
　

高
位ニ

、
是レ

播ス
ル
　

其ノ

悪ヲ

於
衆ニ　

也
。

指
導
上
の
注
意
点

1�　

再
読
文
字
「
宜
」
は
「
よ
ろ
シ
ク
…
べ
シ
」
と
訓
読
し
、「
…
の
が
よ

シ
レ

二

一

二

一

二

一

３�　

古
来
、
勉
学
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、

詩
句
本
来
の
意
味
か
ら
い
え
ば
、
人
生
の
盛
り
は
二
度
と
来
な
い
の
だ
か

ら
、
充
分
歓
楽
を
尽
く
し
て
お
く
べ
き
だ
、
と
の
意
に
な
る
。
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過す

ぎ
た
る
は
猶な

ほ
及お

よ

ば
ざ
る
が
ご
と
し
。

行
き
過
ぎ
は
不
十
分
で
あ
る
の
と
ち
ょ
う
ど
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

訓
読
と
現
代
語
訳

惟た

だ
仁じ

ん

者し
や

の
み
宜よ

ろ

し
く
高か

う

位ゐ

に
在あ

る
べ
し
。

た
だ
仁
者
だ
け
が
高
い
位
に
お
る
べ
き
で
あ
る
。

訓
読
と
現
代
語
訳



い
」「
…
す
べ
き
で
あ
る
」
の
意
を
表
す
。
後
に
置
か
れ
た
動
詞
が
表
す

行
為
や
状
態
に
対
し
、
道
理
や
事
情
の
上
か
ら
判
断
し
て
適
切
で
あ
る
と

認
定
し
た
こ
と
を
示
す
働
き
を
も
つ
。（
三
省
堂
『
全
訳
漢
辞
海
第
四

版
』）「
べ
し
」
は
活
用
語
の
終
止
形
に
接
続
す
る
が
、
ラ
変
型
（
在
り
・

有
り
）
に
は
連
体
形
に
接
続
す
る
。「
ｕ
段
」
に
接
続
す
る
、
と
教
え
る

と
生
徒
は
覚
え
や
す
い
。

2�　
「
惟
」
は
「
の
み
」
と
呼
応
し
て
、
限
定
・
断
定
・
強
調
す
る
形
〈
た

だ
…
だ
け
だ
〉
を
作
る
。
仁
者
と
は
仁
徳
を
備
え
た
人
物
の
こ
と
。

3�　

仁
徳
を
備
え
、
先
王
（
過
去
の
偉
大
な
聖
王
）
の
道
（
政
治
）
を
実
践

で
き
る
者
だ
け
が
、
高
い
位
に
つ
く
（
王
と
な
る
）
の
が
よ
い
、
と
い
う

も
の
。

【
出
典
】　
「
将
進
酒
」
李
白

　

君
不ヤ　

見
黄
河
之
水
天
上ヨ

リ
　

来ル
ヲ

　

奔
流シ

テ
　

到リ
テ

　

海ニ

不　
復タ

回ラ　

　

君
不ヤ　

見
高
堂ノ

明
鏡ニ

悲シ
ム
ヲ
　

白
髮ヲ　

　

朝ニ
ハ

　

如キ
モ

　

青
絲ノ　

暮ニ
ハ

　

成ル　

雪ト

　

人
生
得テ

ハ
　

意ヲ

須ラ
ク
　

尽ク
ス
　

歓ヲ

　

莫カ
レ

　

使ム
ル
コ
ト

　　

金
樽ヲ

シ
テ

　

空シ
ク

　

対セ　

月ニ

　

天ノ

生ズ
ル
　

我ガ

材ヲ　

必ズ

有ラ
ン
　

用

　

千
金
散ジ

尽ク
ス
モ

　

還タ

復タ

来ラ
ン

　

烹　
羊ヲ

宰リ
テ

　

牛ヲ

且ラ
ク

　

為セ　

楽シ
ミ
ヲ

　

曽ズ

須ラ
ク

　

一
飲
三
百
杯ナ

ル
　

指
導
上
の
注
意
点

1�　

再
読
文
字
「
須
」
は
「
す
べ
か
ラ
ク
…
べ
シ
」
と
訓
読
し
、「
ぜ
ひ
と

も
…
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
意
味
を
表
す
。「
す
べ
か
ら
く
」
は
も

と
も
と
「
す
べ
く
あ
ら
く
は
」（
サ
変
動
詞
の
終
止
形
「
す
」
＋
推
量
の

助
動
詞
「
べ
し
」
の
未
然
形
＋
動
詞
「
あ
り
」
の
未
然
形
＋
体
言
化
の
働

き
を
持
つ
準
体
助
詞
「
く
」）
の
形
。
時
代
が
下
り
、「
す
べ
か
ら
く
は
」

「
す
べ
く
あ
ら
く
」「
す
べ
か
ら
く
」
と
変
化
を
し
た
。（
江
連
隆
『
漢
文

語
法
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
大
修
館
書
店
Ｐ
一
九
九
）「
須
」
の
意
味
は
「
必

須
」
と
い
う
熟
語
を
思
い
浮
か
べ
る
と
わ
か
り
や
す
い
。「
必
須
科
目
」

は
「
必
須
習
得
科
目
（
必
ず
須
く
習
得
す
べ
き
科
目
）」
の
こ
と
。

2�　
「
得
意
」
は
思
い
が
か
な
う
意
。
対
義
語
は
失
意
。「
歓
」
は
よ
ろ
こ
び
。

同
じ
李
白
の
作
「
春
夜
宴ス
ル
　

桃
李
園ニ　

序
」
に
も
「
為　
歓
幾
何
（
歓
を
為

す
こ
と
幾
何
ぞ
）」
と
あ
り
、
夢
の
よ
う
に
は
か
な
い
人
生
で
は
楽
し
め

レ

レ

二

一

レ

二

一

二

一

レ

レ

シ
レ

レ

レ

二

一レ

二

一

レ

レ

レ

レ

シ
二

一

二

一

レ
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人じ
ん

生せ
い

意い

を
得え

て
は
須す

べ
から

く
歓く

わ
んを

尽つ

く
す
べ
し
。

生
き
て
い
て
心
に
か
な
う
こ
と
が
あ
れ
ば
喜
び
を
極
め
る
の
が
よ
い
。

訓
読
と
現
代
語
訳



る
時
間
が
短
い
、
と
詠
ん
で
い
る
。

3�　

過
ぎ
ゆ
く
時
間
は
後
戻
り
が
で
き
ず
、
人
が
老
い
て
し
ま
う
の
も
あ
っ

と
い
う
間
で
あ
る
。
だ
か
ら
心
に
か
な
う
こ
と
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
酒
で

も
飲
ん
で
楽
し
も
う
で
は
な
い
か
、
と
い
う
酒
を
愛
し
た
李
白
ら
し
い
詩

で
あ
る
。

d_0101_01_02_nyumon_kyozai
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漢
文
の
基
本
の
構
造

　

漢
文
は
、
語
の
位
置
関
係
で
意
味
が
決
ま
る
。
漢
文
の
構
造
は
熟
語
の
構
造
と
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。

構
造

例

①
主何
が語

＋
述
ど
う
す
る

語

鳥　
語リ　

花　
香ル

大　
器ハ　

晩　
成ス

日
本
語
と
同
じ
語
順
。

②
修ど
の
よ
う
な（
に
）

飾
語　
　
　

＋
被何
だ（
ど
う
す
る
）

修
飾
語

天　
下ノ　

英　
才

日
本
語
と
同
じ
語
順
。

③
主何
が語

＋
述
ど
う
す
る

語
＋
目何
を的語

仁　
者ハ　

愛ス　

人ヲ

目
的
語
は
述
語
の
下
に
く
る
。

④
主何
が語

＋
述
ど
う
す
る

語
＋

於于乎

＋
補何
に（
と・よ
り
）

語

良　
薬ハ　

苦に
が
シ
　

於　
口ニ

補
語
は
述
語
の
下
に
く
る
。
補
語
の
上
に
助
字
が
く
る
こ
と
が
多
い
。

⑤
主何
が語

＋
述
ど
う
す
る

語
＋
目何
を的語

＋

於于乎

＋
補何
に語

夫　
差　
敗ル　

越ヲ　

于　
夫　
椒ニ

「
述
語
＋
目
的
語
＋
補
語
」
の
順
の
形
。
用
例
の
多
い
構
造
。

⑥
主何
が語

＋
述
ど
う
す
る

語
＋
補何
に語

＋
目何
を的語

（
曹
）操　
遺お

く
ル（
孫
）権ニ　

書ヲ

⑤
で
、
述
語
が
授
与
動
詞
な
ど
の
と
き
は
、
目
的
語
と
補
語
の
順
が
逆
に
な

り
、
通
常
は
置
き
字
を
用
い
な
い
。

⑦
主何
が語
＋
述
ど
う
す
る
語
＋
補何
に語

於于乎

＋
補何
に語

（
臣
）見ユ　

将 

軍ニ　

於　
此ニ

二
つ
め
の
補
語
は
場
所
を
示
す
場
合
が
多
い
。

レ二

一

二

一

二

一

　

─

第
二
補
語

二

一



学
習
の
ポ
イ
ン
ト
の
解
答
例

次
の
よ
う
に
返
り
点
を
施
さ
れ
た
文
は
、
ど
の
よ
う
な
順
序
で
読

む
か
、
□
に
番
号
を
入
れ
て
み
よ
う
。

⑴　

□　

□　

□　

□　

□　

□
。

⑵　

□　

□　

□　

□　

□　

□
。

⑶　

□　

□　

□　

□
─　

□　

□
。

⑷　

□　

□　

□　

□　

□　

□
。

⑸　

□　

□　

□　

□　

□　

□　

□　

□
。

1

レ

レ

レ

レ

三

二

一

二

一

二

一

レ

二

一レ

下

二

一

中

上レ

【
答
】
⑴
　
1
　
3
　
2
　
6
　
5
　
4
。

⑵
　
6
　
5
　
1
　
4
　
2
　
3
。

⑶
　
3
　
1
　
2
　
5
─　

6
　
4
。

⑷
　
2
　
1
　
6
　
3
　
5
　
4
。

⑸
　
8
　
3
　
1
　
2
　
7
　
4
　
6
　
5
。

次
の
文
を
、
書
き
下
し
文
に
改
め
て
み
よ
う
。

⑴　

聞キ
テ

　

一ヲ　

以テ　

知ル　

十ヲ

。

⑵　

遂つ
ひ
ニ

　

迷ヒ
テ

　

不　
復ま

タ　

得　
路み

ち
ヲ。

⑶　

得テ　

天　
下ノ　

英　
才ヲ　

而　
教
─

育ス　

之こ
れ
ヲ。

⑷　

君　
子ハ　

欲ス　

訥と
つ
ニ
シ
テ

　
　

於　
言ニ　

而　
敏ナ

ラ
ン
ト

　
　

於　
行ヒ

ニ。

2

レ

レ

二

一レ

二

一

二

一

下

二

一

中

上

【
答
】
⑴
　
一
を
聞
い
て
以
て
十
を
知
る
。〔
物
事
の
一
部
を
聞
い
た
だ
け
で

全
部
を
理
解
で
き
る
。〕（「
論
語
」
公
冶
長
）

⑵�

　
遂
に
迷
ひ
て
復
た
路
を
得
ず
。〔
そ
の
ま
ま
迷
っ
て
し
ま
っ
て
、
も
う

二
度
と
道
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。〕（
桃
花
源
記
）

⑶�

　
天
下
の
英
才
を
得
て
之
を
教
育
す
。〔
天
下
の
優
れ
た
人
材
を
集
め
て

教
育
す
る
。〕（「
孟
子
」
尽
心
上
）

⑷�

　
君
子
は
言
に
訥
に
し
て
行
ひ
に
敏
な
ら
ん
と
欲
す
。〔
君
子
は
口
は
重

く
て
も
行
動
は
敏
速
で
あ
り
た
い
。〕（「
論
語
」
里
仁
）

次
の
読
み
方
に
従
っ
て
、
白
文
に
訓
点
を
施
し
て
み
よ
う
。

⑴　

陰
徳
有
る
者
は
必
ず
陽
報
有
り
。

　
　

有　
陰　
徳　
者　
必　
有　
陽　
報

⑵　

虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ば
虎
子
を
得
ず
。

　
　

不　
入　
虎　
穴　
不　
得　
虎　
子

⑶　

夏
の
虫
は
与と
も

に
寒
を
語
る
べ
か
ら
ず
。

　
　

夏　
虫　
不　
可　
与　
語　
寒

⑷　

天
下
水
よ
り
柔
弱
な
る
は
莫な

し
。

　
　

天　
下　
莫　
柔　
弱　
於　
水

⑸　

悪
の
小
な
る
を
以
て
之
を
為
す
こ
と
勿な

か
れ
。

　
　

勿　
以　
悪　
小　
而　
為　
之

3
【
答
】
⑴
　
有ル
　

陰
徳
　

者ハ

必ズ

有リ
　

陽
報
。

　〔
人
知
れ
ず
善
行
を
重
ね
る
者
に
は
、
必
ず
よ
い
報
い
が
あ
る
も
の
だ
。〕

（「
淮
南
子
」
人
間
訓
）

⑵�
　
不ン

バ　

入ラ
　

虎
穴ニ
　

不
　

得
　

虎
子ヲ

。

　�〔
危
険
を
冒
さ
な
け
れ
ば
、
大
き
な
収
穫
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。〕

（「
後
漢
書
」
班
超
伝
）

P121

レ

レ

レ

レ

三

二

一

二

一

二

一

レ

二

一レ
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二

一

中
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二

一

二

一

レ

二

一

レ

二

一
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⑶�

　
夏ノ

虫ハ

不
　

可カ
ラ　

与ニ

語ル
　

寒ヲ

。

　�〔
夏
の
虫
と
は
、
冬
の
寒
さ
に
つ
い
て
一
緒
に
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。〕

（「
淮
南
子
」
原
道
訓
）

⑷�

　
天
下
莫シ
　

柔
─

弱ナ
ル
ハ　

於
水ヨ

リ。

　〔
天
下
に
水
よ
り
柔
弱
な
も
の
は
な
い
。〕（「
老
子
」
第
七
十
八
章
）

⑸�

　
勿カ

レ　

以テ
　

悪ノ

小ナ
ル
ヲ　

而
為ス

コ
ト　

之ヲ

。

　�〔
悪
い
こ
と
は
、
そ
れ
が
ど
ん
な
に
小
さ
い
こ
と
だ
と
い
っ
て
も
、
し
て

は
な
ら
な
い
。〕（「
三
国
志
」
蜀
書
・
先
主
伝
注
）

言
葉
と
表
現
の
解
答
例

次
の
四
字
熟
語
に
つ
い
て
意
味
を
調
べ
、
訓
読
し
て
み
よ
う
。

⑴　

朝
令
暮
改　
　

⑵　

呉
越
同
舟

⑶　

傍
若
無
人　
　

⑷　

臨
機
応
変

⑸　

以
心
伝
心　
　

⑹　

不ふ

俱ぐ

戴た
い

天て
ん

1
【
答
】
⑴
　
朝
、
命
令
を
だ
し
て
、
夕
方
に
は
そ
れ
を
変
更
す
る
。
む
や
み

に
命
令
や
法
律
を
変
更
す
る
こ
と
。

　〔
朝
に
令
し
暮
れ
に
改
む
。〕

⑵�

　
仲
の
悪
い
者
ど
う
し
が
同
じ
場
所
に
居
合
わ
せ
る
こ
と
。
ま
た
、
仲
の

悪
い
者
ど
う
し
が
共
通
の
利
益
の
た
め
に
手
を
結
ぶ
こ
と
。

　〔
呉
越
舟
を
同
じ
う
す
。〕（「
同
じ
く
す
」
で
も
可
）

⑶�

　
周
囲
の
人
の
目
な
ど
気
に
せ
ず
、
勝
手
気
ま
ま
に
振
る
舞
う
こ
と
。

　〔
傍
ら
に
人
無
き
が
ご
と
し
。〕

レ

二

一レ

三

二

一

下

二

一

上レ

⑷�

　
そ
の
場
そ
の
場
の
状
況
に
応
じ
て
適
切
に
対
処
す
る
。

　〔
機
に
臨
み
変
に
応
ず
。〕

⑸�

　
自
分
の
気
持
ち
を
相
手
の
心
に
伝
え
る
。
禅
宗
の
言
葉
で
言
語
や
文
字

を
用
い
な
い
で
、
心
か
ら
心
に
伝
え
て
自
ら
悟
ら
せ
る
こ
と
。

　〔
心
を
以
て
心
に
伝
ふ
。〕

⑹�

　
同
じ
天
の
下
に
生
か
し
て
は
お
け
な
い
ほ
ど
、
深
く
恨
む
こ
と
。

　〔
俱
に
は
天
を
戴
か
ず
。〕

�

（
宮
　
利
政
）
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学
習
の
ポ
イ
ン
ト
の
解
答
例

次
の
熟
語
を
例
に
な
ら
っ
て
訓
読
し
、
書
き
下
し
て
み
よ
う
。

例　

未
来
→
未
だ
来き
た

ら
ず
。

⑴　

将
来　
　

⑵　

当
然　
　

⑶　

未
完
成　
　

⑷　

未
納
金

1
【
答
】
⑴
　
将
に
来
ら
ん
と
す
（
将
　

来
）

⑵
　
当
に
然
る
べ
し
（
当
　

然
）

⑶
　
未
だ
完
成
せ
ず
（
未
　

完
成
　

）

⑷
　
未
だ
納
め
ざ
る
金
（
未
　

納
金
）
／
未
だ
金
を
納
め
ず
（
未
　

納
　

金
）

▼
ポ
イ
ン
ト
▲
　
再
読
文
字
を
書
き
下
す
場
合
に
は
、
二
度
目
の
読
み
は
平

仮
名
に
す
る
こ
と
を
徹
底
さ
せ
た
い
。
⑷
は
二
通
り
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。

我
々
が
一
般
的
に
用
い
て
い
る
「
未
納
金
」
は
「
ま
だ
納
め
て
い
な
い
お

金
」
と
い
う
意
味
だ
が
、「
ま
だ
お
金
を
納
め
て
い
な
い
」
と
い
う
解
釈
も

可
能
。

次
の
読
み
方
に
従
っ
て
、
白
文
に
訓
点
を
施
し
て
み
よ
う
。

⑴　

応ま
さ

に
故
郷
の
事
を
知
る
べ
し
。

　
　

応　

知　

故　

郷　

事

⑵　

鄭て
い

人ひ
と

に
且ま

さ

に
履く

つ

を
買
は
ん
と
す
る
者
有
り
。

　
　

鄭　

人　

有　

且　

買　

履　

者

⑶　

盍な
ん

ぞ
疾
を
以
て
辞
せ
ざ
る
。

　
　

盍　

以　

疾　

辞

2

【
答
】
⑴
　
応ニ
　

知ル
　

故
　

郷ノ
　

事ヲ

。〔
き
っ
と
故
郷
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。〕（「
雑
詩
」
王
維
）

⑵
　
鄭
　

人ニ
　

有リ
　

且ニ
　

買ハ
ン
ト　

履ヲ
　

者
。〔
鄭
の
人
で
、
履
物
を
買
お
う
と
し
て
い

る
者
が
あ
っ
た
。〕（「
韓
非
子
」
外
儲
説
左
上
編
）

⑶
　
盍ゾ
　

以テ
　

疾ヲ
　

辞セ

。〔
ど
う
し
て
病
気
を
理
由
に
辞
退
し
な
い
の
か
。〕

（「
続
資
治
通
鑑
」）

▼
ポ
イ
ン
ト
▲
　
訓
点
を
施
す
作
業
で
は
、
送
り
仮
名
を
ど
の
よ
う
に
つ
け

る
の
か
で
躓
く
生
徒
が
多
い
。
こ
の
学
習
で
は
再
読
文
字
の
訓
読
の
仕
方
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
二
度
目
に
読
む
読
み
方
の
送
り
仮
名
を
ど
の
よ
う
に

つ
け
る
か
を
確
認
し
た
い
。

（
宮
　
利
政
）
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漢
和
辞
典
の
使
い
方

は
じ
め
に

　
昨
今
生
徒
が
辞
書
を
引
く
場
合
、
紙
の
辞
書
や
電
子
辞
書
に
加
え
て
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
辞
書
ア
プ
リ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
辞
書
を
使
用
す
る

者
ま
で
幅
広
く
見
受
け
ら
れ
る
。
手
軽
に
辞
書
を
引
け
る
こ
と
は
何
よ
り
で

あ
る
が
、
漢
和
辞
典
に
は
か
な
り
膨
大
な
情
報
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
ど
の

よ
う
に
活
用
し
た
ら
よ
い
か
は
初
学
の
段
階
で
一
度
教
員
か
ら
伝
え
る
と
よ

い
だ
ろ
う
。

　
漢
和
辞
典
を
手
に
と
っ
て
み
る
と
、
ま
ず
は
序
文
や
凡
例
が
書
か
れ
て
い

る
。
漢
和
辞
典
は
基
本
的
に
、
漢
文
を
読
む
の
に
資
す
る
こ
と
を
想
定
し
て

お
り
、
用
例
も
概
ね
漢
籍
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
。
国
語
辞
典
に
も
漢
字
や
熟

語
の
説
明
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
漢
字
と
熟
語
が
そ
れ
ぞ
れ
五
十
音
順
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
漢
字
の
意
味
と
そ
の
漢
字
を
用
い
た
熟
語
と
を
一
度

に
俯
瞰
す
る
に
は
不
向
き
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

漢
和
辞
典
の
構
成

　
各
辞
書
の
凡
例
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
辞
書
ご
と
の
構
成
が
詳
し
く
説
明
さ

れ
て
い
る
。
生
徒
が
手
に
取
る
小
型
の
漢
和
辞
典
を
例
に
見
て
み
る
と
、
親

字
を
配
列
し
て
そ
の
意
味
や
用
法
を
説
明
し
、
そ
の
後
に
熟
語
を
載
せ
て
い

る
構
成
が
見
て
取
れ
る
。
親
字
は
『
康
煕
字
典
』
に
基
づ
く
部
首
ご
と
に
配

列
さ
れ
、
各
部
首
の
画
数
が
少
な
い
漢
字
か
ら
順
に
配
列
し
て
あ
る
。
ま
た
、

部
首
内
で
の
画
数
が
同
じ
場
合
は
、
代
表
的
な
字
音
ま
た
は
常
用
音
訓
の
五

十
音
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。

　
親
字
の
字
体
は
、『
康
煕
字
典
』
の
字
体
に
従
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、

「
常
用
漢
字
表
」（
＊
1
）
お
よ
び
「
人
名
用
漢
字
表
」（
＊
2
）
に
含
ま
れ

る
「
常
用
漢
字
」「
人
名
用
漢
字
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
に
拠
っ
て
表
示
さ

れ
て
い
る
も
の
も
多
い
。
ま
た
、
概
ね
旧
字
体
や
異
字
体
が
併
記
し
て
あ
る
。

余
談
に
な
る
が
、
字
体
・
字
形
に
つ
い
て
は
、
文
化
庁
か
ら
「
常
用
漢
字
表

の
字
体
・
字
形
に
関
す
る
指
針
（
報
告
）
に
つ
い
て
」（
平
成
二
十
八
年
二

月
二
十
九
日
付
）（
＊
3
）
が
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
指
導
の
上
で
参

考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
親
字
の
中
で
も
と
り
わ
け
よ
く
用
い
ら
れ
る
漢
字
と
し
て
「
教
育
漢
字

（
常
用
漢
字
の
う
ち
、
小
学
校
で
学
習
す
る
漢
字
）」
や
「
常
用
漢
字
」「
人

名
用
漢
字
」
な
ど
が
あ
る
が
、
色
を
変
え
た
り
記
号
を
付
け
た
り
し
て
、
そ

れ
と
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
日
本
で
作
ら
れ
た

漢
字
（
国
字
）
に
は
、
そ
れ
と
分
か
る
よ
う
な
記
号
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
漢
字
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
、
字
音
（
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
漢
字
の
音
）

と
字
訓
（
漢
字
の
意
味
を
表
す
日
本
固
有
の
読
み
方
）
が
示
し
て
あ
る
。
字

音
は
、
漢
音
・
呉
音
・
唐
（
宋
）
音
、
お
よ
び
日
本
で
慣
用
的
に
用
い
ら
れ

て
い
る
慣
用
音
を
、
そ
れ
ぞ
れ
分
か
る
よ
う
に
カ
タ
カ
ナ
で
示
し
て
あ
る
。

字
訓
は
ひ
ら
が
な
で
示
し
、
送
り
仮
名
の
部
分
に
は
ハ
イ
フ
ン
な
ど
で
切
れ

目
が
入
っ
て
い
る
。

　
　
謝
　
シ
ャ
（
漢
音
）　
ジ
ャ
（
呉
音
）

　
　
　
　
あ
や
ま
─

る

　
ま
た
、
字
音
の
異
な
り
に
よ
っ
て
意
味
が
異
な
る
場
合
は
、
字
音
に
よ
っ

て
意
味
を
分
け
て
表
示
し
て
あ
る
。
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易
　
イ
…
や
さ
し
い

　
　
　
　
エ
キ
…
交
換
す
る

　
詩
韻
に
つ
い
て
は
、
高
校
の
学
習
で
は
あ
ま
り
触
れ
る
こ
と
が
な
い
が
、

漢
詩
の
押
韻
を
考
え
る
上
で
は
重
要
な
知
識
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
平
水
韻

の
分
類
に
基
づ
く
韻
字
が
示
さ
れ
、
そ
の
四
声
（
平
声
・
上
声
・
去
声
・
入

声
）
が
何
ら
か
の
記
号
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。

　
他
に
現
代
中
国
音
が
ピ
ン
イ
ン
方
式
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ

る
。

　
次
に
字
義
に
つ
い
て
で
あ
る
。
漢
字
は
長
い
時
間
の
中
で
い
く
つ
も
の
意

味
が
派
生
し
た
た
め
、
一
字
多
義
と
な
っ
て
い
る
字
が
多
い
。

　
　
謝
　
①
わ
び
る
　
②
礼
を
の
べ
る
　
③
こ
と
わ
る

　
　
　
　
④
告
げ
る
　
⑤
入
れ
替
わ
る

　
そ
こ
で
、
漢
和
辞
典
で
は
字
義
の
説
明
に
加
え
て
、
そ
の
字
義
で
漢
字
を

用
い
た
熟
語
が
提
示
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
熟
語
と
な
る
こ
と
で
漢
字

の
意
味
が
確
定
さ
れ
、
理
解
し
や
す
く
な
る
た
め
で
あ
る
。
漢
文
を
読
む
場

合
に
も
意
味
の
分
か
り
に
く
い
字
は
熟
語
を
想
起
す
る
、
と
い
う
考
え
方
は

役
立
つ
こ
と
を
ぜ
ひ
生
徒
に
ご
説
明
い
た
だ
き
た
い
。
た
だ
し
、
す
べ
て
の

語
義
に
熟
語
が
存
在
す
る
訳
で
は
な
く
、
区
別
の
難
し
い
場
合
も
あ
る
こ
と

を
付
記
し
て
お
く
。

　
　
①
わ
び
る
「
謝
罪
」　
②
礼
を
述
べ
る
「
謝
恩
」

　
　
③
こ
と
わ
る
「
謝
絶
」　
④
つ
げ
る
　
⑤
入
れ
替
わ
る
「
代
謝
」

　
ま
た
、
漢
字
に
は
日
本
語
独
自
の
意
味
用
法
が
定
着
し
て
い
る
場
合
も
あ

り
、
現
代
日
本
語
の
中
で
用
い
ら
れ
る
用
法
を
「
日
本
語
用
法
」
と
し
て
取

り
立
て
て
説
明
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

　
　
頂
　〔
日
本
語
用
法
〕「
も
ら
う
」、「
食
べ
る
」
な
ど
の
謙
譲
語

〈
熟
語
〉

　
字
義
の
説
明
の
後
に
は
、
そ
の
漢
字
を
一
字
目
に
用
い
た
熟
語
と
そ
の
意

味
が
配
列
さ
れ
て
い
る
。
配
列
は
主
に
二
字
目
以
降
の
読
み
の
五
十
音
順
に

従
っ
て
い
る
。
基
本
的
に
は
、
親
字
が
前
に
つ
く
熟
語
が
配
列
さ
れ
る
が
、

親
字
が
後
に
つ
く
熟
語
に
つ
い
て
、
最
後
に
示
す
場
合
も
あ
る
。

　
熟
語
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
漢
字
の
場
合
と
同
様
に
①
②
③
…
、
さ
ら
に

は
ア
イ
ウ
…
と
分
け
て
示
し
て
あ
る
。
日
本
語
特
有
の
意
味
及
び
和
製
漢
語

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
と
分
か
る
よ
う
な
記
号
を
付
し
て
あ
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
日
本
の
古
典
や
地
名
・
姓
氏
名
、
動
植
物
名
、
西
洋
人
名
、

地
名
の
漢
字
表
記
な
ど
、
当
て
字
、
熟
字
訓
や
読
み
方
の
難
し
い
語
は
「
難

読
語
」
な
ど
と
し
て
ま
と
め
て
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

＊
1
　
常
用
漢
字
表
（
平
成
二
十
二
年
内
閣
告
示
第
二
号
）

　�（https://w
w
w
.bunka.go.jp/kokugo_nihongo/sisaku/joho/

joho/kijun/naikaku/pdf/joyokanjihyo_20101130.pdf

）

＊
2
　
人
名
用
漢
字
表

　�（https://w
w
w.m
oj.go.jp/content/001131003.pdf

）

＊
3�

　
文
化
庁
「
常
用
漢
字
表
の
字
体
・
字
形
に
関
す
る
指
針
（
報
告
　
平

成
二
十
八
年
二
月
二
十
九
日
　
文
化
審
議
会
国
語
分
科
会
）」

　�（https://w
w
w
.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/kokugo/

hokoku/pdf/92550601_01.pdf

）

漢
和
辞
典
の
引
き
方

　
教
科
書
一
二
四
ペ
ー
ジ
に
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
示
し
た
が
、
漢
和
辞
典
で
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漢
字
を
調
べ
る
場
合
、
漢
字
の
読
み
方
が
分
か
る
場
合
に
は
音
訓
索
引
で
調

べ
る
の
が
手
早
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
音
訓
の
中
は
画
数
順
に
漢
字
が
並
ん
で
い

る
。「
謝
」
を
調
べ
る
に
は
「
シ
ャ
」
の
項
目
ま
た
は
「
あ
や
ま
る
」
の
項

目
を
調
べ
る
こ
と
に
な
る
が
、「
シ
ャ
」
は
同
音
異
字
が
た
く
さ
ん
存
在
す

る
た
め
、
次
に
画
数
で
十
七
画
目
を
探
す
こ
と
に
な
る
。
同
訓
異
字
は
同
音

異
字
に
比
べ
て
少
な
い
た
め
、
音
訓
索
引
に
よ
る
検
索
で
は
、
字
訓
で
引
く

方
が
手
早
く
検
索
可
能
で
あ
る
。

　
も
し
漢
字
の
読
み
方
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
部
首
索
引
を
用
い
て
検
索

を
す
る
。
部
首
の
当
た
り
を
つ
け
て
当
該
部
首
の
ペ
ー
ジ
を
開
く
と
画
数
順

に
漢
字
が
並
ん
で
い
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
探
す
こ
と
と
な
る
。
現
在
多
く
の

漢
和
辞
典
が
採
用
し
て
い
る
部
首
は
『
康
煕
字
典
』
の
二
百
十
四
部
首
だ
が
、

各
社
と
も
に
検
索
が
し
や
す
い
よ
う
、『
康
煕
字
典
』
の
分
類
に
は
含
ま
れ

な
い
部
首
を
新
た
に
設
け
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
漢
字
の
ど
の
部
分

が
部
首
に
な
る
の
か
、
と
い
う
の
は
一
概
に
は
言
う
こ
と
が
難
し
く
、
生
徒

が
当
た
り
を
つ
け
た
部
首
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
。「
夢
」
は

「
夕
」
部
に
分
類
さ
れ
る
が
、
多
く
の
生
徒
は
「
艹
（
艸
）」
部
を
検
索
す
る

だ
ろ
う
。
最
近
の
辞
書
で
は
誤
っ
た
部
首
で
検
索
を
し
て
も
、
そ
の
漢
字
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
へ
と
誘
導
し
て
く
れ
る
も
の
も
多
い
。

　
音
訓
も
部
首
も
不
明
な
場
合
は
、
総
画
索
引
を
用
い
て
検
索
を
す
る
。
総

画
索
引
は
画
数
の
少
な
い
も
の
か
ら
順
に
、
ま
た
同
じ
画
数
の
中
で
は
部
首

ご
と
に
漢
字
が
示
し
て
あ
る
。
頭
か
ら
全
部
目
を
通
し
て
い
け
ば
見
つ
け
る

こ
と
は
可
能
だ
が
、
結
局
は
部
首
の
当
た
り
を
つ
け
て
探
し
た
方
が
早
い
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
漢
和
辞
典
の
辞
書
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、『
漢
辞
海
』、『
新

字
源
』、『
新
漢
語
林
』、『
漢
字
源
』
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
い
っ
た
デ
バ
イ
ス
で
も
検
索
可
能
で
あ
り
、
紙

の
辞
書
と
同
様
に
例
文
や
付
録
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
使
用
す
る
ソ
フ
ト
と
し
て
は
、

『
新
字
源
』
や
『
新
漢
語
林
』、『
漢
字
源
』
が
購
入
可
能
で
あ
る
。

　
ア
プ
リ
や
ソ
フ
ト
の
便
利
な
点
は
、
デ
バ
イ
ス
の
検
索
結
果
を
直
接
黒
板

な
ど
に
投
影
で
き
る
点
で
あ
る
。
漢
字
の
意
味
が
た
く
さ
ん
あ
る
場
合
な
ど
、

生
徒
と
一
緒
に
ど
の
意
味
に
該
当
す
る
の
か
、
と
確
認
を
し
な
が
ら
授
業
を

進
め
ら
れ
、
意
味
を
確
定
す
る
作
業
を
共
有
す
る
こ
と
で
生
徒
自
身
が
漢
和

辞
典
を
活
用
す
る
サ
ポ
ー
ト
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

　
他
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
利
用
可
能
な
漢
和
辞
典
も
あ
る
の
で
、
以
下
に
紹
介

す
る
。
生
徒
が
一
人
一
台
の
デ
バ
イ
ス
を
利
用
で
き
る
場
合
な
ど
で
は
、
活

用
い
た
だ
き
た
い
。

・「
漢
字
辞
典online

」

　
漢
字
の
部
首
・
画
数
・
読
み
方
・
筆
順
・
意
味
な
ど
を
調
べ
る
こ
と
が
で

き
る
漢
字
辞
典
サ
イ
ト
。
そ
の
漢
字
を
使
っ
た
難
読
読
み
、
四
字
熟
語
や
こ

と
わ
ざ
な
ど
も
あ
わ
せ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　（https://kanji.jitenon.jp/

）

・「goo

辞
書
」

　
漢
検
「
漢
字
ペ
デ
ィ
ア
」、
小
学
館
「
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
」
に
収
録
さ
れ

た
約
五
〇
〇
〇
項
目
の
漢
字
が
ま
と
め
て
検
索
で
き
る
漢
字
辞
典
。
漢
字
の

画
数
、
部
首
、
読
み
方
、
意
味
な
ど
が
調
べ
ら
れ
る
。

　（https://dictionary.goo.ne.jp/

）
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言
葉
と
表
現
の
解
答
例

次
の
熟
語
の
意
味
を
漢
和
辞
典
で
調
べ
、
熟
語
の
構
造
を
考
え
て

み
よ
う
。

⑴　

気
絶　
　

⑵　

非
難　
　

⑶　

是
正　
　

⑷　

必
要

⑸　

啓
蒙　
　

⑹　

暴
露　
　

⑺　

暴
発

1
【
答
】

⑴�

　
息
が
途
絶
え
る
。「
気
（
き
）」
＋
「
絶
（
た
ユ
）」
の
主
述
関
係
。

⑵�

　
他
人
の
欠
点
や
過
失
を
責
め
と
が
め
る
。「
非
（
そ
し
ル
）」
＋
「
難

（
な
じ
ル
）」
の
並
列
関
係
（
同
格
二
字
）。

⑶�

　
誤
り
を
正
し
な
お
す
。「
是
（
た
だ
ス
）」
＋
「
正
（
た
だ
ス
）」
の
並

列
関
係
（
同
格
二
字
）。

⑷�

　
ど
う
し
て
も
～
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。「
必
（
か
な
ら
ズ
）」
＋
「
要

（
も
と
ム
）」
連
用
修
飾
。

⑸�

　
お
ろ
か
な
者
・
知
識
の
浅
い
人
を
導
き
、
は
っ
き
り
わ
か
ら
せ
る
。

「
啓
（
ひ
ら
ク
）」
＋
「
蒙
（
く
ら
キ
モ
ノ
ヲ
）」
の
述
語
＋
目
的
語
。

⑹�

　
そ
と
に
さ
ら
さ
れ
る
。
か
く
れ
て
い
た
こ
と
を
あ
ら
わ
に
す
る
。「
暴

（
あ
ら
ハ
ス
）」
＋
「
露
（
あ
ら
ハ
ス
）」
の
並
列
関
係
（
同
格
二
字
）。

⑺�

　
事
件
な
ど
が
突
然
起
こ
る
こ
と
。「
暴
（
に
は
か
ニ
）」
＋
「
発
（
お
こ

ル
）」
の
連
用
修
飾
。

▼
ポ
イ
ン
ト
▲
　
熟
語
を
漢
和
辞
典
で
引
い
て
意
味
を
確
認
し
、
そ
の
後
、

構
成
す
る
漢
字
の
意
味
を
漢
和
辞
典
で
確
認
す
る
と
よ
い
。
い
く
つ
も
載
っ

て
い
る
意
味
の
う
ち
、
ど
の
意
味
で
熟
語
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
を
考
え

さ
せ
た
い
。
ま
た
、
そ
の
意
味
を
踏
ま
え
て
、
熟
語
の
構
造
を
考
え
さ
せ
た

い
。

次
の
漢
字
や
熟
語
の
意
味
を
漢
和
辞
典
で
調
べ
、
現
代
日
本
語
の

意
味
と
の
違
い
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

⑴　

鬼　
　
　

⑵　

城　
　
　

⑶　

故
人　
　

⑷　

人
間

⑸　

百
姓　
　

⑹　

小
人　
　

⑺　

学
者

2
【
答
】

⑴
　〔
漢
文
〕
亡
霊
。
死
者
。（「
キ
」
と
読
む
）〔
日
本
語
〕
お
に
。

⑵
　〔
漢
文
〕
都
市
の
周
り
の
城
壁
。
町
。〔
日
本
語
〕
武
士
の
居
館
。

⑶
　〔
漢
文
〕
昔
な
じ
み
の
人
。
旧
友
。〔
日
本
語
〕
死
ん
だ
人
。

⑷�

　〔
漢
文
〕
人
の
世
。
世
間
。（「
ジ
ン
カ
ン
」
と
読
む
）

　
　〔
日
本
語
〕
ひ
と
。
人
類
。

⑸
　〔
漢
文
〕
庶
民
。
人
民
。（「
ヒ
ャ
ク
セ
イ
」
と
読
む
）

　
　〔
日
本
語
〕
農
民
。

⑹
　〔
漢
文
〕�

身
分
の
低
い
者
。
つ
ま
ら
な
い
人
物
。（「
シ
ョ
ウ
ジ
ン
」
と

読
む
）

　
　〔
日
本
語
〕
幼
い
人
。
こ
ど
も
。

⑺
　〔
漢
文
〕
学
問
を
す
る
者
。
学
問
を
志
す
人
。

　
　〔
日
本
語
〕
学
問
や
研
究
に
従
事
す
る
人
。
研
究
者
。

▼
ポ
イ
ン
ト
▲
　
漢
文
を
読
み
進
め
る
上
で
、
後
々
登
場
し
て
く
る
日
漢
異

義
語
を
挙
げ
た
。
百
姓
の
よ
う
に
読
み
方
か
ら
し
て
異
な
る
場
合
も
あ
る

（
ヒ
ャ
ク
セ
イ
／
ヒ
ャ
ク
シ
ョ
ウ
）
の
で
、
合
わ
せ
て
確
認
さ
せ
た
い
。

�

（
宮
　
利
政
）
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活
動
の
ね
ら
い

　

孤
立
語
で
あ
る
漢
文
を
読
む
う
え
で
は
、
漢
字
と
漢
字
の
関
係
を
理
解
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
活
動
で
は
、
二
字
熟
語
を
用
い
て
漢
字
同
士
の
関
係
を
推
測
す
る
作

業
を
、「
ゲ
ー
ム
」
と
い
う
他
者
と
競
う
要
素
を
持
た
せ
つ
つ
楽
し
み
な
が

ら
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
る
。
熟
語
の
構
造
に
関
す
る
知
識

は
中
学
校
で
す
で
に
学
ん
で
お
り
、
単
元
の
導
入
で
も
触
れ
て
い
る
。
ま
た

ゲ
ー
ム
を
進
め
る
中
で
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
同
士
が
や
り
と
り
を
し
、
自

然
と
復
習
す
る
状
況
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
期
待
し
た
い
。
さ
ら
に
は
、
他
の

メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
や
す
い
「
創
作
」
と
選
ば
れ
に
く
い
「
創
作
」
を
、
ゲ

ー
ム
を
通
じ
て
自
発
的
に
意
識
さ
せ
る
こ
と
も
ね
ら
い
で
あ
る
。

　

ど
う
し
て
も
一
方
的
な
講
義
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
初
学
の
段
階
で
、
グ

ル
ー
プ
活
動
で
の
試
行
錯
誤
を
通
じ
て
、
生
徒
自
身
が
主
体
的
に
学
習
に
取

り
組
む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
お
り
、
は
じ
め
は
ぎ
こ
ち
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
ぜ
ひ
生
徒
自
身
の
試
行
錯
誤
を
引
き
出
せ
る
よ
う
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
を
お
願
い
し
た
い
。

タ
イ
ト
ル
・
序
文
の
解
説

　

一
九
九
三
年
に
「
た
ほ
い
や
」
と
い
う
テ
レ
ビ
番
組
が
放
映
さ
れ
た
。
こ

の
番
組
で
行
わ
れ
た
ゲ
ー
ム
「
た
ほ
い
や
」
は
『
広
辞
苑
』
を
用
い
た
ゲ
ー

ム
で
あ
る
。
こ
の
ゲ
ー
ム
は
『
広
辞
苑
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
聞
き
慣
れ
な

い
単
語
を
リ
ー
ダ
ー
が
お
題
に
選
び
、
メ
ン
バ
ー
に
す
べ
て
ひ
ら
が
な
で
お

題
を
示
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
（
例
1
）。
メ
ン
バ
ー
は
さ
も
辞
書
に
掲
載
さ

れ
て
い
そ
う
な
説
明
文
を
「
創
作
」
し
、
リ
ー
ダ
ー
に
渡
す
。
リ
ー
ダ
ー
は

辞
書
の
説
明
と
、「
創
作
」
さ
れ
た
文
と
を
読
み
上
げ
、
メ
ン
バ
ー
は
そ
こ

か
ら
正
解
を
推
測
し
、
点
数
を
や
り
と
り
し
て
楽
し
む
、
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
た
と
え
正
解
し
な
く
て
も
、
自
分
の
創
作
し
た
説
明
文
が
選
ば
れ
る
と

点
数
が
増
え
る
、
と
い
う
こ
と
も
ゲ
ー
ム
の
面
白
さ
を
高
め
て
く
れ
る
。
本

活
動
は
こ
の
「
た
ほ
い
や
」
と
い
う
ゲ
ー
ム
を
漢
和
辞
典
を
用
い
て
実
践
す

る
、
と
い
う
活
動
で
あ
る
。

例
1　

お
題
「
灰
猫
」
→
提
示
「
は
い
ね
こ
」

正
解　

灰
色
の
猫

創
作　

は
い
は
い
の
形
で
寝
て
い
る
猫
。
か
わ
い
ら
し
い
様
子

　
　
　

消
防
士
の
古
称

　
　
　

ハ
イ
ネ
か
ら
と
れ
る
粉

　
　
　

工
事
現
場
な
ど
で
用
い
る
、
運
搬
用
の
一
輪
の
手
押
し
車

　
「
た
ほ
い
や
」
で
は
、
国
語
辞
典
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
単
語
を
す
べ
て
平

仮
名
で
示
さ
れ
た
場
合
、
意
味
を
考
え
る
に
は
音
の
響
き
や
単
語
の
切
れ
目

を
想
像
し
て
「
創
作
」
す
る
こ
と
に
な
る
。
本
活
動
で
は
二
字
熟
語
を
提
示

す
る
た
め
、
意
味
を
「
創
作
」
す
る
に
は
熟
語
を
構
成
す
る
漢
字
そ
れ
ぞ
れ

の
意
味
と
、
漢
字
同
士
の
関
係
を
推
測
す
る
こ
と
が
基
本
と
な
る
。
熟
語
を

構
成
す
る
漢
字
の
持
つ
意
味
か
ら
ま
っ
た
く
連
想
で
き
な
い
説
明
を
「
創
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作
」
し
て
も
よ
い
た
め
、
漢
字
の
知
識
が
な
い
生
徒
に
も
参
加
は
し
や
す
い
。

た
だ
し
、
ゲ
ー
ム
を
重
ね
る
う
ち
に
、
漢
字
の
知
識
を
持
っ
て
い
る
方
が

「
創
作
」
へ
の
支
持
が
集
ま
り
や
す
い
こ
と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。
漢
和
辞
典

を
引
く
こ
と
を
目
的
で
は
な
く
手
段
と
し
、
ゲ
ー
ム
で
勝
利
す
る
た
め
に
漢

和
辞
典
の
説
明
の
文
体
や
漢
字
の
意
味
、
熟
語
の
構
成
を
考
え
、
ど
う
す
れ

ば
他
の
メ
ン
バ
ー
に
自
作
の
「
創
作
」
文
が
支
持
さ
れ
る
の
か
を
考
え
る
、

と
い
う
作
業
に
自
ら
進
ん
で
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
活
動

で
あ
る
。

「
課
題
」
の
解
説

課
題　

熟
語
の
意
味
を
「
創
作
」
し
て
支
持
数
を
競
い
合
い
、
多
く
の

人
に
支
持
さ
れ
る
「
創
作
」
の
特
徴
を
見
つ
け
出
そ
う
。

　

こ
の
活
動
は
ゲ
ー
ム
で
勝
つ
こ
と
を
目
的
と
し
、
漢
和
辞
典
を
引
く
こ
と

を
手
段
と
す
る
こ
と
で
、
ゲ
ー
ム
で
の
勝
利
を
目
指
し
て
主
体
的
に
漢
和
辞

典
を
引
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
ゲ
ー
ム
で
勝
つ
に
は
自
分
の
「
創

作
」
し
た
説
明
文
が
多
く
の
支
持
を
集
め
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

漢
和
辞
典
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
説
明
の
文
体
や
、
漢
字
の
知
識
が
必
要
と
な

る
。
回
数
を
重
ね
、
他
の
メ
ン
バ
ー
の
言
い
回
し
や
正
解
の
説
明
の
表
現
に

触
れ
る
こ
と
で
、
各
メ
ン
バ
ー
の
「
創
作
」
が
上
達
す
る
こ
と
も
期
待
し
て

い
る
。

　

た
だ
、
最
初
は
意
味
を
「
創
作
」
す
る
作
業
が
難
し
く
感
じ
る
生
徒
も
多

い
だ
ろ
う
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
教
科
書
に
は
「
蓮
歩
」
と
い
う
熟
語
と
、

そ
の
「
正
解
」
文
（
Ａ
さ
ん
の
文
）、「
創
作
」
文
（
Ｂ
～
Ｅ
さ
ん
の
文
）
を

掲
載
し
た
。
ま
ず
は
「
蓮
歩
」
の
意
味
を
説
明
し
た
文
五
つ
を
教
員
が
読
み

上
げ
、
生
徒
に
考
え
さ
せ
た
あ
と
、
各
説
明
文
ご
と
に
選
ん
だ
者
を
挙
手
さ

せ
、
な
ぜ
そ
の
選
択
肢
を
選
ん
だ
の
か
を
発
表
さ
せ
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
が
ど
の
よ
う
な
観
点
（
漢
字
の
意
味
、
熟
語
の
構
成
、
そ

の
他
）
で
熟
語
の
意
味
を
想
像
し
た
の
か
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
他
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
支
持
さ
れ
や
す
い
説
明
文
の
方
向
性
が
な
ん
と
な
く
共
有
で
き
る

は
ず
で
あ
る
。
最
後
に
正
解
を
発
表
（
Ａ
さ
ん
の
文
）
し
て
ゲ
ー
ム
の
擬
似

体
験
は
終
了
と
な
る
が
、「
蓮
歩
」
以
外
に
も
い
く
つ
か
教
員
が
熟
語
を
選

び
、
リ
ー
ダ
ー
役
と
し
て
「
熟
語
」
を
生
徒
に
提
示
し
、
口
頭
で
「
正
解
」

文
と
「
創
作
」
文
を
読
み
上
げ
て
ゲ
ー
ム
に
慣
れ
さ
せ
て
み
て
も
よ
い
だ
ろ

う
。
正
解
だ
と
思
う
説
明
を
選
ば
せ
た
あ
と
、
そ
の
説
明
が
正
解
だ
と
思
っ

た
理
由
を
全
体
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で
共
有
す
る
、
と
い
う
作
業
を
繰
り
返
す

こ
と
で
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
に
入
れ
る
だ
ろ
う
。

　

以
下
に
一
例
を
お
示
し
す
る
の
で
、
読
み
上
げ
る
順
序
を
入
れ
替
え
、
ご

活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

例　
　
「
二
更
（
に
こ
う
）」

正
解　
「
夜
を
五
区
分
し
た
、
そ
の
二
番
目
の
時
間
」

創
作　
「
二
度
見
直
し
を
す
る
こ
と
」

　
　
　
「
何
度
も
繰
り
返
す
さ
ま
」

　
　
　
「
一
度
左
遷
さ
れ
た
者
が
再
び
も
と
の
官
職
に
つ
く
こ
と
」

　
　
　
「
長
官
の
補
佐
役
」

例　
　
「
酸
鼻
（
さ
ん
び
）」

正
解　
「
鼻
に
し
み
て
な
み
だ
が
出
そ
う
に
な
る
ほ
ど
、
い
た
み
悲
し
む
」

創
作　
「
江
戸
時
代
の
処
罰
の
一
つ
」
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「
酢
」

　
　
　
「
柑
橘
類
な
ど
の
酸
っ
ぱ
さ
が
鼻
に
つ
く
さ
ま
」

　
　
　
「
鼻
の
奥
が
入
り
組
ん
で
い
る
さ
ま
」

例　
　
「
黒
風
（
こ
く
ふ
う
）」

正
解　
「
荒
い
風
。
砂
塵
を
吹
き
上
げ
る
風
」

創
作　
「
よ
こ
し
ま
な
さ
ま
」

　
　
　
「
冬
に
吹
く
風
。
北
風
」

　
　
　
「
ゆ
が
ん
だ
風
習
」

　
　
　
「
き
よ
ら
か
な
風
。
す
ず
し
い
風
」

活
動
の
解
説

1
漢
和
辞
典
か
ら
熟
語
を
一
つ
選
び
、
意
味
を
「
創
作
」
し
て
み
よ
う
。

①
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
る
。

　
　

�　

一
グ
ル
ー
プ
の
人
数
は
活
動
の
し
や
す
さ
を
考
え
、
四
名
か
五
名
が

よ
い
。
リ
ー
ダ
ー
は
交
代
制
の
た
め
、
誰
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
も
よ
い
。

②
リ
ー
ダ
ー
は
熟
語
を
選
び
、
そ
の
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
が
そ
の
意
味
を

「
創
作
」
す
る
。
知
技
⑴
ウ
・
⑵
ウ

　
　

・
見
慣
れ
た
漢
字
の
熟
語
だ
が
、
意
味
を
知
ら
な
い
熟
語
を
選
ぶ
。

　
　

・「
正
解
」
で
は
な
く
、
他
の
人
に
支
持
さ
れ
そ
う
な
文
を
書
く
。

　
　

・
漢
和
辞
典
の
言
い
回
し
に
似
る
よ
う
、
工
夫
す
る
。

　
　

�　

こ
の
活
動
で
は
漢
和
辞
典
を
用
い
る
よ
う
に
注
意
し
た
い
。
国
語
辞

典
に
も
熟
語
が
載
っ
て
い
る
た
め
、
国
語
辞
典
を
用
い
る
生
徒
も
い
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
漢
和
辞
典
の
ほ
う
が
よ
り
豊
富
に
漢
字
の
意
味
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
活
動
も
し
や
す
い
。

　
　

�　

熟
語
を
選
ぶ
際
に
は
、
誰
も
が
意
味
を
「
創
作
」
し
や
す
い
よ
う
、

見
慣
れ
た
漢
字
の
熟
語
か
ら
選
ぶ
よ
う
に
促
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ

の
際
、
意
味
が
す
ぐ
に
分
か
っ
て
し
ま
う
も
の
で
は
つ
ま
ら
な
い
の
で
、

探
す
の
に
時
間
が
掛
か
る
場
合
が
あ
る
。
一
人
一
冊
漢
和
辞
典
を
準
備

で
き
る
場
合
に
は
、
ま
ず
は
メ
ン
バ
ー
全
員
で
辞
書
を
見
る
時
間
を
設

け
る
な
ど
し
て
、
当
た
り
を
付
け
さ
せ
て
お
く
と
良
い
だ
ろ
う
。
グ
ル

ー
プ
に
一
冊
の
場
合
に
は
、
探
す
時
間
を
限
定
し
、
時
間
内
で
取
り
組

ま
せ
る
と
よ
い
。
ま
た
意
味
が
一
種
類
の
も
の
に
限
定
し
た
方
が
他
の

メ
ン
バ
ー
は
意
味
を
「
創
作
」
し
や
す
い
が
、
あ
ま
り
厳
密
に
考
え
ず

生
徒
に
任
せ
て
も
よ
い
。
紙
製
の
辞
書
は
ラ
ン
ダ
ム
に
熟
語
を
探
し
や

す
く
お
す
す
め
だ
が
、
電
子
辞
書
や
辞
書
ア
プ
リ
を
使
っ
て
も
実
践
は

可
能
で
あ
る
。

　
　

�　

リ
ー
ダ
ー
が
熟
語
を
選
ん
だ
ら
、
小
さ
な
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
や
白
紙

を
用
意
し
て
お
き
、
そ
こ
に
書
き
出
し
て
共
有
さ
せ
る
と
よ
い
。

　
　

�　

ゲ
ー
ム
に
慣
れ
な
い
う
ち
は
ど
う
し
て
も
正
解
を
想
像
し
て
「
創

作
」
し
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
り
、
正
解
と
似
通
っ
た
「
創
作
」
文
が
な

ら
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
も
「
辞
書
」
の
文
を
正
解
と
し

て
お
く
と
よ
い
。
ゲ
ー
ム
を
重
ね
る
う
ち
に
、
他
の
メ
ン
バ
ー
に
選
ば

れ
そ
う
な
説
明
を
「
創
作
」
し
た
方
が
ゲ
ー
ム
に
勝
ち
や
す
い
こ
と
に

気
づ
い
て
く
る
が
、
い
つ
ま
で
も
正
解
と
似
通
っ
た
「
創
作
」
文
が
並

ぶ
よ
う
な
ら
ば
、
教
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

�　
「
創
作
」
文
は
別
紙
（「
意
味
記
入
用
紙
」）
に
丁
寧
に
記
入
さ
せ
、

終
わ
っ
た
者
か
ら
リ
ー
ダ
ー
に
渡
す
よ
う
、
促
す
。

　
　

�【
評
価
】・
漢
和
辞
典
か
ら
熟
語
を
一
つ
選
び
、
意
味
を
「
創
作
」
す
る

こ
と
で
、
我
が
国
の
言
語
文
化
に
特
徴
的
な
語
句
に
つ
い
て
、
語
感
を
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磨
き
語
彙
を
豊
か
に
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

　
　

・�

漢
和
辞
典
か
ら
熟
語
を
一
つ
選
び
、
意
味
を
「
創
作
」
す
る
こ
と
で
、

訓
読
の
き
ま
り
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

③
リ
ー
ダ
ー
は
漢
和
辞
典
に
あ
る
「
正
解
」
文
を
書
き
写
す
。

　
　

�　

後
で
読
み
上
げ
る
と
き
に
備
え
て
「
正
解
」
文
は
正
確
に
書
き
写
し
、

言
い
淀
み
そ
う
な
部
分
に
は
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
お
く
と
よ
い
。

2
リ
ー
ダ
ー
は
、「
創
作
」
文
と
「
正
解
」
文
を
読
み
上
げ
よ
う
。

①
「
創
作
」
文
を
回
収
し
、
読
め
な
い
文
字
が
な
い
か
目
を
通
す
。

　
　

�　

後
で
読
み
上
げ
る
と
き
に
言
い
淀
む
こ
と
が
な
い
よ
う
、
リ
ー
ダ
ー

は
「
意
味
記
入
用
紙
」
を
受
け
取
っ
た
ら
「
創
作
」
文
に
目
を
通
す
。

読
め
な
い
漢
字
や
読
み
に
く
い
文
字
が
あ
る
場
合
は
メ
ン
バ
ー
に
戻
し
、

ル
ビ
を
振
っ
て
も
ら
っ
た
り
書
き
直
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
と
よ
い
。

②
読
み
上
げ
る
順
番
を
決
め
、
各
「
創
作
」
文
と
「
正
解
」
文
に
番
号
を

振
る
。

　
　

�　

回
収
し
た
「
創
作
」
文
と
「
正
解
」
文
に
読
む
順
番
を
書
き
込
む
。

正
解
の
番
号
に
は
○
を
つ
け
る
な
ど
し
て
お
く
と
よ
い
。

③
聞
き
取
り
や
す
い
よ
う
、
は
っ
き
り
と
読
み
上
げ
る
。

　
　

�　

他
の
メ
ン
バ
ー
が
聞
き
や
す
い
よ
う
に
抑
揚
や
速
さ
に
留
意
し
て
読

み
上
げ
さ
せ
る
と
よ
い
。
同
音
異
義
語
を
含
み
、
耳
で
聞
い
た
だ
け
で

は
伝
わ
ら
な
い
文
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
あ
く
ま
で
も
「
耳
で
聞
い
た
音

の
響
き
で
想
像
さ
せ
る
」
こ
と
も
ゲ
ー
ム
の
一
環
だ
と
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。
読
み
上
げ
る
回
数
を
一
回
に
設
定
す
る
と
メ
ン
バ
ー
は
集
中

し
て
聞
く
よ
う
に
な
る
が
、
回
数
に
つ
い
て
は
状
況
に
応
じ
て
ご
判
断

い
た
だ
き
、
聞
き
逃
し
た
箇
所
が
あ
れ
ば
再
度
読
み
上
げ
て
も
ら
う
な

ど
ご
調
整
い
た
だ
き
た
い
。
別
紙
（「
点
数
計
算
用
紙
」）
に
メ
モ
欄
を

設
け
て
あ
る
の
で
、
活
用
を
促
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

3�

メ
ン
バ
ー
は
「
正
解
」
文
を
予
想
し
、
そ
の
番
号
を
表
明
し
よ
う
。
リ
ー

ダ
ー
は
「
正
解
」
文
の
番
号
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
創
作
」
文
の
作
成
者
を

発
表
し
よ
う
。

　

�　

メ
ン
バ
ー
は
「
正
解
」
文
の
番
号
を
予
想
し
、
別
紙
（「
点
数
計
算
用

紙
」）
に
番
号
と
賭
け
点
を
記
入
す
る
。
全
員
の
記
入
が
終
了
し
た
ら
、

リ
ー
ダ
ー
が
番
号
ご
と
に
選
ん
だ
メ
ン
バ
ー
を
確
認
す
る
。
一
人
ず
つ
確

認
し
て
も
よ
い
し
、
番
号
ご
と
に
挙
手
を
さ
せ
る
な
ど
し
て
も
よ
い
。
そ

の
後
「
正
解
」
文
の
番
号
を
発
表
し
、
さ
ら
に
各
「
創
作
」
文
の
制
作
者

を
発
表
す
る
。
ゲ
ー
ム
と
し
て
の
点
数
の
や
り
と
り
は
別
紙
（
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
）
に
お
示
し
し
て
あ
る
が
、
少
々
複
雑
な
の
で
、
計
算
方
法
に
つ
い

て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
現
場
に
合
わ
せ
て
い
た
だ
く
と
よ
い
。
メ
ン
バ
ー

の
持
ち
点
の
合
計
は
変
化
し
な
い
ゲ
ー
ム
（
ゼ
ロ
サ
ム
ゲ
ー
ム
）
な
の
で
、

お
は
じ
き
な
ど
を
持
ち
点
と
し
て
配
付
し
、
や
り
と
り
さ
せ
て
も
よ
い
だ

ろ
う
。

　

�　

自
分
が
正
解
し
な
く
て
も
、
他
の
メ
ン
バ
ー
に
「
創
作
」
文
が
選
ば
れ

る
と
点
数
が
増
え
る
、
と
い
う
こ
と
も
こ
の
ゲ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
る
要
素

の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
は
熟
語
の
意
味
を
創
作
し
や
す
い
も

の
を
選
ば
な
い
と
、
簡
単
に
「
正
解
」
文
を
見
抜
か
れ
て
し
ま
う
た
め
、

自
ず
と
真
剣
に
熟
語
を
選
ぶ
よ
う
に
な
る
。

4
ゲ
ー
ム
を
振
り
返
り
、
支
持
さ
れ
や
す
い
文
の
特
徴
を
話
し
合
お
う
。

①
リ
ー
ダ
ー
を
交
代
し
、
全
員
が
リ
ー
ダ
ー
を
経
験
す
る
。
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�　

ゲ
ー
ム
が
終
わ
る
た
び
に
、
導
入
で
行
っ
た
よ
う
に
自
分
が
ど
の
よ

う
な
基
準
で
「
正
解
」
文
を
予
想
し
た
の
か
、
簡
単
に
感
想
戦
を
し
て

み
て
も
よ
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
次
の
ゲ
ー
ム
の
「
創
作
」
文
を
書

き
や
す
く
な
る
。

②
選
ん
だ
理
由
を
発
表
し
合
い
、
支
持
さ
れ
や
す
い
「
創
作
」
文
の
特
徴

を
話
し
合
い
、
共
有
す
る
。
思
表
判
Ｂ
⑴
オ　
主
態

　
　

�　

す
べ
て
の
ゲ
ー
ム
が
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
、
支
持
さ
れ
や
す
い
「
創

作
」
文
の
特
徴
に
つ
い
て
、
作
成
者
と
選
択
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

話
し
合
う
。
グ
ル
ー
プ
の
中
で
、
作
成
者
は
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ

て
「
創
作
」
を
し
た
の
か
、
選
択
者
は
ど
の
よ
う
な
視
点
で
「
選
択
」

し
た
の
か
を
ま
と
め
、
可
能
で
あ
れ
ば
ク
ラ
ス
全
体
で
共
有
を
し
、
本

活
動
の
締
め
く
く
り
と
し
た
い
。

　
　

�【
評
価
】・
支
持
さ
れ
や
す
い
「
創
作
」
文
の
特
徴
を
話
し
合
い
、
自
分

の
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
深
め
、
我
が
国
の
言
語
文
化
に

つ
い
て
自
分
の
考
え
を
持
と
う
と
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

　

・�

熟
語
の
意
味
「
創
作
ゲ
ー
ム
」
を
行
う
こ
と
で
、
訓
読
の
き
ま
り
や
熟

語
の
構
造
を
理
解
し
、
我
が
国
の
言
語
文
化
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を

持
と
う
と
し
て
い
る
か
、
行
動
を
点
検
し
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記

述
を
確
認
し
た
り
、
振
り
返
り
シ
ー
ト
の
記
述
を
分
析
し
た
り
す
る
。

�

（
宮　

利
政
）

明治書院「精選　言語文化」指導資料R4
漢文編　単元 1　「単元の言語活動 1」活動の詳細● 5

d_0101_02_01_genkatu_syosai


	d_0101_00_01_tangen_nerai
	d_0101_00_02_tangen_kyonerai
	d_0101_00_03_tangen_sidou_a5
	d_0101_00_04_tangen_sanko
	d_0101_01_01_nyumon_nazekanbun
	d_0101_01_02_nyumon_kyozai
	d_0101_01_05_nyumon_gakupo p 121
	d_0101_01_06_nyumon_gakupo p 123
	d_0101_01_07_nyumon_kanwajiten
	d_0101_02_01_genkatu_syosai

